
連
用
制
と
は
ど
う
い
う
選
挙
制
度
か

成

田

憲

彦

は
じ
め
に

一

連
用
制
の
仕
組
み

⑴

定
義
と
基
本
原
理

⑵

連
用
制
、
並
立
制
、
併
用
制
、
純
粋
比
例
代
表
制

二

世
界
の
選
挙
制
度
論
議
に
お
け
る
連
用
制
の
位
置

⑴

小
選
挙
区
制
と
比
例
代
表
制
の
混
合
型
の
選
挙
制
度

⑵

混
合
議
員
多
数
代
表
制
（
Ｍ
Ｍ
Ｍ
）
と
混
合
議
員
比
例
代
表
制
（
Ｍ
Ｍ
Ｐ
）

⑶

追
加
議
員
制
（
Ａ
Ｄ
Ｍ
）
と
ト
ッ
プ
・
ア
ッ
プ
方
式

三

実
定
制
度
と
し
て
の
連
用
制

四

政
治
の
ツ
ー
ル
と
し
て
の
連
用
制

⑴

連
用
制
の
利
点
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⑵

連
用
制
に
対
す
る
批
判
と
弁
明

お
わ
り
に

は
じ
め
に

最
高
裁
判
所
大
法
廷
は
、
二
〇
〇
九
年
八
月
三
〇
日
執
行
の
第
四
五
回
総
選
挙
を
め
ぐ
っ
て
提
起
さ
れ
た
選
挙
無
効
訴
訟
上
告
審
の

二
〇
一
一
年
（
平
成
二
三
年
）
三
月
二
三
日
の

（
１
）

判
決
で
、
選
挙
の
執
行
当
時
較
差
が
最
大
で
二
・
三
〇
四
倍
に
達
し
て
い
た
衆
議
院
議

員
の
選
挙
区
割
り
は
違
憲
状
態
に
あ
っ
た
と
判
示
し
た
う
え
で
、
一
九
九
四
年
（
平
成
六
年
）
の
衆
議
院
選
挙
制
度
の
改
革
に
あ
た
っ

て
導
入
さ
れ
た
「
一
人
別
枠

（
２
）

方
式
」
は
、
既
に
制
度
導
入
時
の
合
理
性
が
失
わ
れ
、
選
挙
区
間
の
投
票
価
値
の
較
差
を
生
じ
さ
せ
る
主

要
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、「
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
…
…
一
人
別
枠
方
式
を
廃
止
し
、
…
…
本
件
区
割
り
規
定
を
改
正
す
る
な

ど
、
投
票
価
値
の
平
等
の
要
請
に
か
な
う
立
法
的
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
各
党
に
お
い
て
格
差
是

正
の
た
め
の
改
革
案
が
検
討
さ
れ
、
同
年
九
月
二
日
に
発
足
し
た
野
田
内
閣
の
下
で
第
一
七
九
回
臨
時
国
会
の
召
集
日
前
日
の
一
〇
月

一
九
日
に
「
衆
議
院
選
挙
制
度
に
関
す
る
各
党
協
議
会
」
の
初
会
合
が
開
か

（
３
）

れ
た
。

こ
の
日
の
協
議
で
は
、
座
長
に
な
っ
た
民
主
党
の
樽
床
伸
二
幹
事
長
代
行
が
「
一
人
別
枠
方
式
」
の
根
拠
規
定
を
削
除
し
、
こ
れ
に

代
わ
る
議
席
定
数
の
各
都
道
府
県
へ
の
配
分
を
定
め
る
た
め
の
法
改
正
を
急
ぐ
必
要
性
を
強
調
し
、
自
民
党
が
こ
れ
に
同
調
し
て
選
挙

区
間
格
差
の
違
憲
状
態
を
解
消
し
て
か
ら
次
に
そ
の
他
の
問
題
を
議
論
す
る
二
段
階
方
式
が
望
ま
し
い
と
し
た
の
に
対
し
て
、
共
産
党

が
選
挙
制
度
の
あ
り
方
も
含
め
て
一
体
的
な
議
論
を
す
べ
き
だ
と
反
発
し
、
民
主
・
自
民
以
外
の
各
党
も
こ
れ
に
賛
同
し
て
折
り
合
わ

な
か
っ
た
。
各
党
協
議
会
は
、
二
〇
一
二
年
四
月
二
五
日
の
第
一
六
回
会
合
ま
で
、
一
票
の
格
差
是
正
、
定
数
削
減
、
抜
本
改
革
の
同

（
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時
決
着
を
目
指
し
て
毎
週
水
曜
日
を
定
例
と
し
て
精
力
的
に
協
議
を
行
い
、
複
数
の
座
長
と
り
ま
と
め
私
案
も
提
示
さ
れ
た
が
最
後
ま

で
各
党
間
で
合
意
点
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
か

（
４
）

っ
た
。
同
年
五
月
二
三
日
以
降
は
、
議
論
の
場
は
各
党
の
幹
事
長
・
書
記
局
長
会
談

に
移
さ
れ
、
六
月
二
四
日
に
輿
石
東
民
主
党
幹
事
長
の
私
案
が
提
出
さ
れ
た
も
の
の
、
や
は
り
各
党
の
合
意
は
得
ら
れ
な
か

（
５
）

っ
た
。
そ

う
す
る
う
ち
に
二
〇
一
二
年
一
一
月
一
四
日
の
党
首
討
論
で
、
野
田
佳
彦
内
閣
総
理
大
臣
が
い
わ
ゆ
る
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
で

の
協
力
の
見
返
り
と
し
て
自
民
党
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
た
衆
議
院
の
解
散
を
直
ち
に
行
う
こ
と
を
表
明
し
た
こ
と
か
ら
、
選
挙
区
間
格

差
の
緊
急
是
正
の
た
め
と
し
て
自
民
党
が
前
国
会
に
提
出
し
て
い
た
い
わ
ゆ
る
「
〇
増
五
減
」
案
を
民
主
党
、
公
明
党
、
国
民
の
生
活

が
第
一
、
日
本
維
新
の
会
も
協
力
し
て
急
遽
成
立

（
６
）

さ
せ
、
よ
り
抜
本
的
な
対
応
策
は
、
こ
の
解
散
後
の
総
選
挙
で
政
権
に
返
り
咲
い
た

自
民
党
を
中
心
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

（
７
）

っ
た
。

こ
の
民
主
党
政
権
下
の
各
党
協
議
の
過
程
で
公
明
党
が
そ
の
実
現
を
迫
っ
た
選
挙
制
度
が
「
小
選
挙
区
比
例
代
表
連
用
制
」（
以
下

「
連
用
制
」）
で
あ
る
。
し
か
し
わ
が
国
の
選
挙
制
度
改
革
論
議
の
過
程
で
、
連
用
制
が
提
起
さ
れ
た
の
は
こ
れ
が
初
め
て
で
は
な
い
。

連
用
制
の
名
を
冠
す
る
制
度
は
、
リ
ク
ル
ー
ト
事
件
に
端
を
発
す
る
い
わ
ゆ
る
政
治
改
革
の
過
程
で
、
産
業
界
、
労
働
界
、
学
者
・
評

論
家
な
ど
が
民
間
の
立
場
か
ら
政
治
改
革
を
推
進
す
る
た
め
に
結
成
し
た
「
政
治
改
革
推
進
協
議
会
（
民
間
政
治
臨
調
）」
が
一
九
九

三
年
四
月
一
七
日
に
提
唱
し
た
の
が
最
初
で

（
８
）

あ
り
、
公
明
党
の
連
用
制
案
も
基
本
的
に
は
こ
の
時
の
連
用
制
案
を
想
定
し
て
い
た
。

民
間
政
治
臨
調
の
連
用
制
提
唱
の
当
時
は
、
そ
れ
ま
で
の
中
選
挙
区
制
に
代
わ
る
衆
議
院
の
選
挙
制
度
と
し
て
政
府
の
第
八
次
選
挙

制
度
審
議
会
が
答
申
し
た
「
小
選
挙
区
比
例
代
表
並
立
制
」（
以
下
「
並
立
制
」）
の
採
用
を
含
む
政
治
改
革
三
法
案
が
海
部
内
閣
で
廃

案
と
な
り
、
頓
挫
し
か
け
た
政
治
改
革
を
め
ぐ
っ
て
、
与
野
党
を
横
断
す
る
政
治
改
革
の
推
進
派
と
反
対
派
の
抗
争
が
激
し
さ
を
増
し

て
い
た
時
期
だ
っ
た
。
民
間
政
治
臨
調
自
体
、
政
治
改
革
三
法
案
の
廃
案
に
危
機
感
を
抱
い
た
第
八
次
選
挙
制
度
審
議
会
の
委
員
経
験

者
の
有
志
を
中
心
に
結
成
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
民
間
政
治
臨
調
が
、
与
野
党
が
互
い
に
あ
と
一
歩
あ
ゆ
み
を
進
め
て
合
意
が
で
き
る
よ
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う
に
と
、
並
立
制
と
野
党
の
主
張
す
る
「
小
選
挙
区
比
例
代
表
併
用
制
」（
以
下
「
併
用
制
」）
の
中
間
的
な
案
と
し
て
提
起
し
た
の
が

連
用
制
で
あ
る
。
そ
の
「
中
間
的
」
の
意
味
は
、
本
論
の
中
で
具
体
的
に
述
べ
る
。
こ
の
時
連
用
制
は
、
衆
議
院
の
新
た
な
選
挙
制
度

と
し
て
実
現
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
政
治
改
革
を
実
現
に
向
け
て
後
押
し
す
る
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な

（
９
）

っ
た
。

そ
の
後
政
治
改
革
は
、
こ
れ
に
消
極
的
だ
っ
た
自
民
党
が
政
権
を
失
い
、
代
わ
っ
て
成
立
し
た
三
八
年
ぶ
り
の
非
自
民
政
権
の
細
川

内
閣
が
実
現
に
漕
ぎ
着
け
る
が
、
与
党
の
社
会
党
参
議
院
議
員
の
造
反
に
よ
り
一
旦
参
議
院
で
否
決
さ
れ
た
後
、
細
川
総
理
と
自
民
党

の
河
野
総
裁
の
ト
ッ
プ
会
談
で
最
終
的
に
合
意
さ
れ
た
案
は
、
め
ぐ
り
め
ぐ
っ
て
出
発
点
で
第
八
次
選
挙
制
度
審
議
会
が
答
申
し
た
小

選
挙
区
三
〇
〇
議
席
、
比
例
代
表
二
〇
〇
議
席
の
並
立
制
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
連
用
制
の
考
案
者
は
筆
者
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
連
用
制
の
中
核
と
な
る
議
席
配
分
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
に

つ
い
て
は
、
一
九
七
六
年
の
イ
ギ
リ
ス
の
ハ
ン
サ
ー
ド
協
会
案
に
同
様
の
も
の
が
あ
る
が
、
し
か
し
連
用
制
は
同
案
と
全
く
同
じ
も
の

で
は
な
く
、
ま
た
「
連
用
制
」
の
名
称
は
当
時
自
治
省
が
並
立
制
や
併
用
制
な
ど
の
簡
便
な
呼
称
を
編
み
出
し
て
い
た
の
に
倣
っ
て
、

小
選
挙
区
制
と
比
例
代
表
制
を
「
連
ね
て
用
い
る
」
と
い
う
意
味
で
確
か
に
筆
者
が
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。
制
度
と
し
て
は
実
現
し
て

い
な
い
が
、
し
か
し
そ
の
名
称
が
今
日
で
は
選
挙
制
度
の
分
野
で
普
通
に
用
い
ら
れ
、
制
度
の
類
型
と
し
て
定
着
し
た
感
が
あ
る
の
を

見
る
と
、
あ
る
種
の
感
慨
を
禁
じ
得
な
い
。

断
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
筆
者
が
連
用
制
の
提
唱
者
や
推
進
者
で
あ
る
と
す
る
議
論
を
し
ば
し
ば
見
か
け
る
が
、
そ

れ
は
正
確
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
筆
者
は
ア
イ
デ
ア
を
求
め
ら
れ
て
連
用
制
を
考
案
し
、
そ
の
仕
組
み
を
解
説
し
、
あ
る
い

は
そ
の
効
用
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
き
た
が
、
自
発
的
に
連
用
制
を
推
進
し
た
り
、
制
度
と
し
て
の
実
現
を
目
指
す
運
動
や
働
き
か
け
を

行
っ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
し
、
現
在
も
行
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い
。

し
か
し
選
挙
制
度
の
知
識
を
広
め
、
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、
あ
る
い
は
将
来
に
お
け
る
実
現
の
選
択
肢
を
増
や
し
て
お
く
た
め
に
、
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連
用
制
を
メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
て
お
く
こ
と
は
十
分
意
味
の
あ
る
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。
本
論
は
、
筆
者
の
関
わ
っ
て
き
た
立
場
や
現
在

の
政
治
的
な
動
き
か
ら
独
立
し
て
、
選
挙
制
度
と
し
て
の
連
用
制
が
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
に
つ
い
て
詳
述
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。

（
１
）
最
大
判
平
成
二
三
年
三
月
二
三
日
・
民
集
第
六
五
巻
二
号
七
五
五
頁
。

（
２
）
一
九
九
四
年
（
平
成
六
年
）
の
衆
議
院
選
挙
制
度
の
改
革
に
お
い
て
は
、
小
選
挙
区
議
席
三
〇
〇
と
比
例
代
表
議
席
二
〇
〇
の
「
小
選

挙
区
比
例
代
表
並
立
制
」
が
採
用
さ
れ
た
が
、
こ
の
際
小
選
挙
区
議
席
の
た
め
の
選
挙
区
の
数
は
、
各
都
道
府
県
に
あ
ら
か
じ
め
一
を
配
当

し
た
う
え
で
、
残
り
を
都
道
府
県
の
人
口
に
比
例
し
て
配
当
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
（
衆
議
院
議
員
選
挙
区
画
定
審
議
会
設
置
法
第
三
条
第
一

項
）。
こ
の
各
都
道
府
県
に
あ
ら
か
じ
め
一
を
配
当
す
る
方
式
が
「
一
人
別
枠
方
式
」
と
呼
ば
れ
た
も
の
で
、
本
文
中
の
最
高
裁
判
決
は
、

こ
の
方
式
は
新
制
度
の
導
入
に
あ
た
っ
て
人
口
の
少
な
い
県
で
定
数
が
急
激
か
つ
大
幅
に
削
減
さ
れ
る
の
を
防
ぐ
な
ど
の
配
慮
か
ら
採
ら
れ

た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
合
理
性
は
新
し
い
選
挙
制
度
が
定
着
し
た
段
階
で
失
わ
れ
、
投
票
価
値
の
較
差
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
主
要
な
要
因
と

な
っ
て
い
る
か
ら
、
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
こ
れ
を
廃
止
し
て
選
挙
区
の
区
割
り
規
定
を
改
正
す
る
な
ど
の
必
要
が
あ
る
と
判
示
し
た
も
の

で
あ
る
。

（
３
）
『
読
売
新
聞
』
二
〇
一
一
年
一
〇
月
二
〇
日
四
面
、『
毎
日
新
聞
』
二
〇
一
一
年
一
〇
月
二
〇
日
二
面
、『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
一
一
年

一
〇
月
二
〇
日
二
面
、『
朝
日
新
聞
』
二
〇
一
一
年
一
〇
月
二
〇
日
四
面
。
協
議
会
は
、
民
主
党
三
名
、
自
民
党
と
公
明
党
が
各
二
名
、
み

ん
な
の
党
、
共
産
党
、
社
民
党
、
国
民
新
党
、
た
ち
あ
が
れ
日
本
、
新
党
改
革
の
各
党
か
ら
各
一
名
で
組
織
さ
れ
た
。
協
議
会
の
様
子
は
、

新
聞
報
道
の
他
、「
民
主
党
ア
ー
カ
イ
ブ
」（https:／／w

w
w
.dpj.or.jp／tag／%

E８%
A１%８６%

E８%
A
D
%
B０%

E９%９９%
A２%

E８%
A
D
%

B ０%
E５%９３%

A１%
E９%８１%

B８%
E６%８C%９９%

-E５%８８%
B６%

E５%
BA

%
A６%

E３%８１%
A
B%

E９%９６%
A２%

E３%８１%９９%
E３%８２

%８B%
E５%９０%８４%

E５%８５%９A
%
E５%８D

%９４%
E-８%

A
D
%
B０%

E４%
BC%９A

（２０１６．１２ ．３０

））
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
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（
４
）
『
読
売
新
聞
』
二
〇
一
二
年
四
月
二
六
日
四
面
、『
毎
日
新
聞
』
二
〇
一
二
年
四
月
二
六
日
五
面
、『
朝
日
新
聞
』
二
〇
一
二
年
四
月
二
六

日
四
面
。

（
５
）
『
読
売
新
聞
』
二
〇
一
二
年
六
月
一
五
日
二
面
、
四
面
、
六
月
一
六
日
四
面
、『
毎
日
新
聞
』
二
〇
一
二
年
六
月
一
五
日
五
面
、
六
月
一

九
日
五
面
、『
朝
日
新
聞
』
二
〇
一
二
年
六
月
一
五
日
四
面
、
六
月
一
九
日
三
面
。

（
６
）
『
朝
日
新
聞
』
二
〇
一
二
年
一
一
月
一
五
日
夕
刊
一
面
、『
読
売
新
聞
』
二
〇
一
二
年
一
一
月
一
六
日
四
面
。

（
７
）
抜
本
的
な
対
応
策
と
し
て
は
、
二
〇
一
四
年
六
月
一
九
日
の
衆
議
院
議
院
運
営
委
員
会
で
の
議
決
に
基
づ
き
議
長
の
も
と
に
設
置
さ
れ

た
「
衆
議
院
選
挙
制
度
に
関
す
る
調
査
会
」（
佐
々
木
毅
座
長
）
が
二
〇
一
六
年
一
月
一
四
日
に
答
申
を
議
長
に
提
出
し
、
こ
れ
に
基
づ
い

て
「
衆
議
院
議
員
選
挙
区
画
定
審
議
会
設
置
法
及
び
公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」（
第
一
九
〇
回
国
会
衆
法
第
二
六
号
）
が

二
〇
一
六
年
四
月
一
五
日
に
発
議
さ
れ
、
五
月
二
〇
日
に
参
議
院
で
可
決
さ
れ
て
、
平
成
二
八
年
法
律
第
四
九
号
と
し
て
成
立
し
た
。
民
進

党
を
は
じ
め
野
党
の
多
く
は
答
申
の
内
容
に
反
対
し
た
た
め
、
議
員
発
議
法
案
と
し
て
自
民
、
公
明
、
お
お
さ
か
維
新
の
会
の
賛
成
で
成
立

し
、
衆
議
院
議
員
の
定
数
を
小
選
挙
区
選
挙
六
人
、
比
例
選
挙
四
人
の
計
一
〇
人
削
減
し
、
都
道
府
県
へ
の
小
選
挙
区
の
定
数
配
分
は
い
わ

ゆ
る
ア
ダ
ム
ズ
方
式
に
よ
る
こ
と
と
し
た
。

（
８
）
『
読
売
新
聞
』
一
九
九
三
年
四
月
一
七
日
一
面
、
三
面
、『
毎
日
新
聞
』
一
九
九
三
年
四
月
一
七
日
一
面
、
二
面
、『
朝
日
新
聞
』
一
九
九

三
年
四
月
一
七
日
一
面
、
七
面
、『
日
本
経
済
新
聞
』
一
九
九
三
年
四
月
一
七
日
一
面
、
二
面
。
民
間
政
治
臨
調
の
連
用
制
案
の
内
容
に
つ

い
て
は
、
民
間
政
治
臨
調
『
日
本
変
革
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
―
民
間
政
治
改
革
大
綱
―
』
講
談
社
、
一
九
九
三
年
六
月
、
六
〇
頁
―
六
八
頁
。

（
９
）
政
治
改
革
の
過
程
に
お
け
る
連
用
制
の
意
義
や
役
割
に
つ
い
て
は
、
谷
口
将
紀
「
宮
沢
内
閣
（
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
政
治
改
革
）」（
佐
々
木

毅
編
著
『
政
治
改
革
１
８
０
０
日
の
真
実
』
講
談
社
一
九
九
九
年
九
月
）
一
三
三
頁
―
一
三
八
頁
、
川
人
貞
史
「
選
挙
制
度
（
政
治
改
革
の

論
点
）」（
佐
々
木
前
掲
書
）
四
五
八
頁
―
四
六
一
頁
、
田
中
宗
孝
『
政
治
改
革
六
年
の
道
程
』
ぎ
ょ
う
せ
い
、
平
成
九
年
三
月
、
一
六
三
頁
―

一
六
九
頁
、
一
九
八
頁
―
二
〇
三
頁
。

（
四
六
）
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一

連
用
制
の
仕
組
み

⑴

定
義
と
基
本
原
理

筆
者
が
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
対
象
と
し
た
限
り
で
の
連
用
制
を
定
義
す
る
な
ら
、「
小
選
挙
区
制
と
比
例
代
表
制
の
混
合
型
の
選
挙
制
度

で
、
小
選
挙
区
制
に
お
け
る
政
党
の
得
票
と
議
席
の
乖
離
を
比
例
代
表
制
の
最
大
平
均
法
の
手
法
で
補
正
す
る
選
挙
制
度
」
と
い
う
こ

と
に
な
ろ
う
。
更
に
要
件
を
加
え
る
な
ら
、
二
票
制
で
、
比
例
代
表
は
名
簿
式
で
あ
る
。
政
治
改
革
の
過
程
で
民
間
政
治
臨
調
が
発
表

し
た
連
用
制
も
、
二
〇
一
一
年
か
ら
二
〇
一
二
年
に
か
け
て
の
各
党
協
議
会
で
公
明
党
が
主
張
に
あ
た
っ
て
想
定
し
た
連
用
制
も
、
こ

の
定
義
に
適
っ
て
い
る
。
だ
が
後
述
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
ハ
ン
サ
ー
ド
協
会
案
は
、
前
者
の
定
義
の
連
用
制
に
該
当
す
る
が
、
一
票
制
で

か
つ
名
簿
を
用
い
な
い
の
で
（
落
選
者
の
一
覧
を
政
党
名
簿
と
考
え
る
余
地
は
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
事
前
に
提
出
さ
れ
る
名
簿
で
は

な
い
）、
後
者
の
要
件
を
含
め
た
連
用
制
に
は
当
た
ら
な
い
。
本
論
は
選
挙
制
度
の
体
系
的
な
分
類
や
類
型
化
を
目
指
す
も
の
で
は
な

い
の
で
、
以
下
で
は
二
票
制
と
名
簿
式
比
例
代
表
制
の
連
用
制
を
基
に
考
察
し
、
ハ
ン
サ
ー
ド
協
会
案
は
そ
の
変
形
な
い
し
連
用
制

フ
ァ
ミ
リ
ー
に
属
す
る
も
の
と
し
て
扱
っ
て
い
き
た
い
。

こ
の
定
義
の
最
も
中
核
的
な
部
分
は
、「
小
選
挙
区
制
に
お
け
る
政
党
の
得
票
と
議
席
の
乖
離
を
比
例
代
表
制
の
最
大
平
均
法
の
手

法
で
補
正
す
る
」
と
い
う
部
分
で
あ
る
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
小
選
挙
区
制
で
は
多
数
党
が
得
票
率
を
上
回
っ
て
議
席
を
得
る

の
が
通
常
で
あ
り
、
従
っ
て
得
票
と
議
席
の
間
に
乖
離
が
生
ず
る
。
こ
の
乖
離
を
補
正
す
る
よ
う
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
選
挙
制
度
に
は
多

く
の
も
の
が
あ
り
、
節
を
改
め
て
見
る
こ
と
に
す
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
点
に
関
す
る
連
用
制
の
議
席
配
分
の
技
法
と
そ
の
よ
う
な
技

法
を
用
い
る
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
述
べ
る
。

連
用
制
の
議
席
配
分
を
行
う
た
め
に
は
、
前
提
と
し
て
①
小
選
挙
区
で
の
各
政
党
ご
と
の
獲
得
議
席
数
が
確
定
し
て
い
る
こ
と
、
②
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表１ 連用制の議席配分

Ｅ 党
順 位

５

０
０
０

＊ 総定数１０、小選挙６、比例４。小選挙区でＡ党４議席、Ｂ党２議席を獲得。

商
３，８００
１，９００
１，２６７

９５０
７６０

Ｄ 党
順 位

②
６

０
１
１

商
７，０００
３，５００
２，３３３
１，７５０
１，４００

Ｃ 党
順 位

①
③
８

０
２
２

商
９，５００
４，７５０
３，１６７
２，３７５
１，９００

Ｂ 党
順 位

④
７

２
１
３

商
１３，０００
６，５００
４，３３３
３，２５０
２，６００

Ａ 党
順 位

９
４
０
４

商
１５，０００
７，５００
５，０００
３，７５０
３，０００

除 数
１
２
３
４
５
小選挙区
比 例

計

獲得
議席

表２ 各制度の比較

議席計
６
４
１０
６
５
１１
６
４
１０
０
１０
１０

＊ 総定数、小選挙区・比例定数、各党の小選挙区での獲得議席数は、表１と同じ。

Ｅ 党
順 位
１０

０
０
０
０
１
１
０
０
０
０
１
１

商
３，８００
１，９００
１，２６７

９５０
７６０

Ｄ 党
順 位
５ ②

０
０
０
０
１
１
０
１
１
０
１
１

商
７，０００
３，５００
２，３３３
１，７５０
１，４００

Ｃ 党
順 位
３ ①
８ ③

０
１
１
０
２
２
０
２
２
０
２
２

商
９，５００
４，７５０
３，１６７
２，３７５
１，９００

Ｂ 党
順 位
２
６
９ ④

２
１
３
２
１
３
２
１
３
０
３
３

商
１３，０００
６，５００
４，３３３
３，２５０
２，６００

Ａ 党
順 位
１
４
７

４
２
６
４
０
４
４
０
４
０
３
３

商
１５，０００
７，５００
５，０００
３，７５０
３，０００

除 数
１
２
３
４
５
小選挙区
比 例

計
小選挙区
比 例

計
小選挙区
比 例

計
小選挙区
比 例

計

並立

併用

連用

純粋
比例

表３ 併用制（超過議席なし）と連用制

議席計
６
４
１０
６
４
１０

＊ 総定数１０、小選挙６、比例４。小選挙区でＡ党３議席、Ｂ党２議席、Ｃ党１議席を獲得。

Ｅ 党
順 位
１０ ④

０
１
１
０
０
１

商
３，８００
１，９００
１，２６７

９５０
７６０

Ｄ 党
順 位
５ ①

０
１
１
０
１
１

商
７，０００
３，５００
２，３３３
１，７５０
１，４００

Ｃ 党
順 位
３
８ ②

１
１
２
１
１
２

商
９，５００
４，７５０
３，１６７
２，３７５
１，９００

Ｂ 党
順 位
２
６
９ ③

２
１
３
２
１
３

商
１３，０００
６，５００
４，３３３
３，２５０
２，６００

Ａ 党
順 位
１
４
７

３
０
３
３
０
３

商
１５，０００
７，５００
５，０００
３，７５０
３，０００

除 数
１
２
３
４
５
小選挙区
比 例

計
小選挙区
比 例

計

併用

連用

（
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追
加
配
分
す
る
た
め
の
議
席
が
存
在
す
る
こ
と
、
③
何
ら
か
の
定
義
に
よ
る
各
党
ご
と
の
政
党
得
票
が
利
用
可
能
で
あ
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
条
件
の
下
で
各
党
の
政
党
得
票
を
基
に
ド
ン
ト
式
で
比
例
議
席
を
追
加
配
分
す
る
が
、
こ
の
と
き
通
常
の
ド
ン
ト

式
で
は
各
党
の
政
党
得
票
を
１
か
ら
始
ま
る
整
数
で
順
次
除
し
て
い
く
の
に
対
し
て
、
連
用
制
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
政
党
の
「
小
選
挙
区

で
の
獲
得
議
席
数
＋
１
」
か
ら
始
ま
る
整
数
で
除
し
て
い
く
。
表
１
の
例
で
は
、
小
選
挙
区
定
数
が
６
で
既
に
Ａ
党
が
４
議
席
、
Ｂ
党

が
２
議
席
を
得
て
い
て
、
追
加
配
分
の
た
め
の
比
例
議
席
は
４
議
席
で
あ
る
。
ま
た
政
党
得
票
は
、
Ａ
党
１
５
０
０
０
票
、
Ｂ
党

１
３
０
０
０
票
、
Ｃ
党
９
５
０
０
票
、
Ｄ
党
７
０
０
０
票
、
Ｅ
党
３
８
０
０
票
で
あ
る
。
ド
ン
ト
式
で「
小
選
挙
区
の
獲
得
議
席
＋
１
」

か
ら
始
ま
る
整
数
で
順
次
除
し
て
い
く
か
ら
、
除
数
は
Ａ
党
は
５
、
Ｂ
党
は
３
、
Ｃ
党
、
Ｄ
党
、
Ｅ
党
は
１
か
ら
始
ま
り
、
従
っ
て
Ａ

党
は
序
数
１
か
ら
４
ま
で
の
商
、
Ｂ
党
は
序
数
１
と
２
の
商
は
追
加
議
席
の
配
分
に
は
用
い
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
（
表
１
の
網
掛
け

部
分
）。
議
席
配
分
に
用
い
ら
れ
る
商
の
中
で
は
、
最
大
は
Ｃ
党
の
９
５
０
０
な
の
で
比
例
議
席
は
ま
ず
Ｃ
党
に
１
議
席
を
配
分
す
る
。

以
下
２
番
目
に
大
き
な
商
は
Ｄ
党
の
７
０
０
０
な
の
で
Ｄ
党
に
１
議
席
を
、
３
番
目
に
大
き
な
商
は
Ｃ
党
の
４
７
５
０
な
の
で
Ｃ
党
に

も
う
１
議
席
を
、
４
番
目
に
大
き
な
商
は
Ｂ
党
の
４
３
３
３
な
の
で
Ｂ
党
に
１
議
席
を
配
分
し
、
こ
れ
で
比
例
議
席
を
配
分
し
終
え
た
。

結
局
比
例
議
席
は
Ｂ
党
に
１
議
席
、
Ｃ
党
に
２
議
席
、
Ｄ
党
に
１
議
席
と
な
り
、
小
選
挙
区
の
獲
得
議
席
と
合
わ
せ
た
合
計
獲
得
議
席

は
Ａ
党
４
、
Ｂ
党
３
、
Ｃ
党
２
、
Ｄ
党
１
、
Ｅ
党
０
と
な
る
。
Ａ
党
の
商
の
う
ち
最
も
大
き
な
も
の
は
除
数
５
の
３
０
０
０
で
、
こ
れ

は
商
全
部
の
９
番
目
の
大
き
さ
だ
か
ら
、
比
例
議
席
が
９
あ
れ
ば
Ａ
党
も
配
分
を
受
け
る
が
、
こ
の
例
で
は
比
例
議
席
は
４
な
の
で
配

分
は
な
い
。
も
し
比
例
議
席
が
９
あ
っ
て
、
Ａ
党
も
比
例
議
席
の
配
分
を
受
け
る
と
す
れ
ば
、
小
選
挙
区
に
よ
る
Ａ
党
の
過
剰
議
席
に

よ
る
得
票
と
議
席
の
乖
離
は
完
全
に
補
正
さ
れ
、
全
体
が
比
例
代
表
に
よ
る
議
席
配
分
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
Ｅ
党
は
、

除
数
１
の
商
が
５
番
目
の
大
き
さ
な
の
で
、
比
例
議
席
が
５
あ
れ
ば
議
席
の
配
分
を
受
け
る
が
、
こ
の
例
の
場
合
４
な
の
で
や
は
り
比

例
議
席
の
配
分
は
な
い
。
Ｅ
党
は
そ
も
そ
も
こ
の
方
式
に
よ
る
比
例
議
席
の
配
分
に
与
か
る
だ
け
の
票
を
得
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
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な
る
。

議
席
配
分
の
作
業
は
以
上
の
通
り
だ
が
、
一
体
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
配
分
が
行
わ
れ
る
の
か
。
こ
の
点
が
連
用
制
の
理
解
の
最
大

の
鍵
に
な
る
。

ド
ン
ト
式
は
、
別
名
「
最
大
平
均
法
」
と
呼
ば
れ
、
ｎ
議
席
の
配
分
が
済
ん
だ
次
の
ｎ
＋
１
議
席
目
の
配
分
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
議

席
を
配
分
し
た
場
合
の
各
党
の
１
議
席
あ
た
り
の
平
均
得
票
数
を
計
算
し
、
そ
の
最
大
の
と
こ
ろ
に
配
分
す
る
こ
と
を
原
理
と
し
て
い

る
。
配
分
の
各
段
階
で
、
常
に
現
に
行
わ
れ
た
議
席
配
分
の
方
が
他
の
ど
の
よ
う
な
議
席
配
分
よ
り
も
１
議
席
当
た
り
の
得
票
数
が
大

き
く
な
っ
て
い
る
の
が
公
正
な
議
席
配
分
だ
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
通
常
政
党
得
票
を
１
、
２
、
３
、
…
と
１
か
ら
始
ま
る
整
数
で

割
っ
て
い
く
の
は
、
１
議
席
配
分
さ
れ
た
と
き
、
２
議
席
配
分
さ
れ
た
と
き
、
３
議
席
配
分
さ
れ
た
と
き
、
…
の
１
議
席
当
た
り
の
平

均
得
票
数
を
計
算
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
各
党
と
も
１
か
ら
始
ま
る
の
は
各
党
の
配
分
済
み
の
議
席
が
総
て
０
の
状
態
か
ら
手
続
き
を

開
始
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
総
て
の
政
党
が
０
議
席
獲
得
し
て
い
る
の
で
、
除
数
は
等
し
く
０
＋
１＝

１
か
ら
始
ま
る
）。
そ
し
て

２
、
３
、
と
続
く
の
は
１
議
席
、
２
議
席
が
配
分
さ
れ
た
後
の
次
の
議
席
が
配
分
さ
れ
た
と
き
の
１
議
席
当
た
り
の
平
均
得
票
数
を
計

算
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
も
し
ｉ
番
目
の
政
党
が
既
に
ni
議
席
配
分
さ
れ
て
い
れ
ば
、
そ
の
政
党
の
次
の
除
数
は
ni
＋
１
で

あ
る
の
が
ド
ン
ト
式
の
原
理
で
あ
る
。

こ
の
ド
ン
ト
式
の
原
理
を
用
い
た
連
用
制
は
、
小
選
挙
区
で
の
獲
得
議
席
を
既
に
配
分
済
み
の
議
席
と
考
え
、
比
例
議
席
を
小
選
挙

区
議
席
か
ら
連
続
し
て
（
そ
の
名
称
が
示
す
よ
う
に
小
選
挙
区
議
席
に
連
ね
て
）
配
分
す
る
。
表
１
の
例
で
言
う
と
、
６
議
席
は
配
分

済
み
で
、
７
議
席
目
を
ど
こ
に
配
分
す
べ
き
か
を
考
え
、
最
大
平
均
法
の
考
え
に
従
っ
て
、
各
党
の
得
票
を
既
に
配
分
済
み
の
議
席

（
即
ち
小
選
挙
区
で
の
獲
得
議
席
）
の
数
＋
１
で
除
し
て
、
商
が
最
大
の
と
こ
ろ
（
１
議
席
当
た
り
の
平
均
得
票
数
が
最
大
に
な
る
と

こ
ろ
）
に
配
分
す
る
の
が
最
も
合
理
的
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
大
政
党
は
小
選
挙
区
で
得
票
率
を
上
回
る
議
席
を
得
て
い

（
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る
の
で
（
こ
れ
が
歪
み
で
あ
る
）、
こ
の
よ
う
な
配
分
方
法
で
は
比
例
議
席
の
配
分
は
後
順
位
と
な
り
、
逆
に
小
選
挙
区
で
得
票
率
に

比
較
し
て
議
席
が
不
利
だ
っ
た
政
党
か
ら
優
先
的
に
比
例
議
席
が
配
分
さ
れ
て
救
済
さ
れ
て
い
く
。
最
初
に
救
済
さ
れ
る
の
は
、
政
党

得
票
に
比
べ
て
最
も
獲
得
議
席
数
の
少
な
か
っ
た
政
党
、
即
ち
「
最
善
の
敗
者
（the

bestloser

）」（
そ
れ
は
「
最
大
の
敗
者
」
で

も
あ
る
）
で
あ
る
。
そ
し
て
最
善
の
敗
者
が
１
議
席
を
与
え
ら
れ
て
退
出
し
た
後
に
は
、
次
の
最
善
の
敗
者
が
議
席
を
与
え
ら
れ
、
こ

の
手
続
き
を
繰
り
返
し
て
小
選
挙
区
で
の
得
票
と
議
席
の
歪
み
が
是
正
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

⑵

連
用
制
、
並
立
制
、
併
用
制
、
純
粋
比
例
代
表
制

連
用
制
と
他
の
小
選
挙
区
制
と
比
例
代
表
制
の
混
合
型
の
選
挙
制
度
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
連
用
制
の
特
色
と
他
の
制
度
と

の
異
同
を
よ
り
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

表
２
は
、
表
１
と
同
じ
条
件
で
並
立
制
、
併
用
制
、
連
用
制
、
純
粋
比
例
代
表
制
（
小
選
挙
区
は
な
く
、
総
て
の
議
席
を
ド
ン
ト
式

の
比
例
代
表
制
の
方
式
で
配
分
）
の
各
方
式
で
議
席
配
分
し
た
結
果
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
各
党
の
得
票
数
を
順
次
除
し
た
商
の

順
位
は
、
丸
な
し
の
数
字
で
小
選
挙
区
で
の
獲
得
議
席
数
に
関
わ
ら
ず
政
党
得
票
を
整
数
１
か
ら
除
し
た
と
き
の
順
位
を
、
丸
つ
き
数

字
で
既
に
説
明
し
た
「
小
選
挙
区
で
の
獲
得
議
席
数
＋
１
」
か
ら
除
し
た
と
き
の
順
位
を
表
し
て
い
る
。

並
立
制
は
、
小
選
挙
区
で
の
結
果
に
関
係
な
く
比
例
議
席
（
本
例
で
は
４
議
席
）
を
配
分
す
る
か
ら
、
丸
な
し
数
字
の
４
ま
で
の
順

位
の
個
数
を
数
え
て
、
Ａ
党
２
議
席
、
Ｂ
党
と
Ｃ
党
が
そ
れ
ぞ
れ
１
議
席
と
な
り
、
小
選
挙
区
議
席
と
合
わ
せ
た
最
終
議
席
は
Ａ
党
６
、

Ｂ
党
３
、
Ｃ
党
１
と
な
り
、
こ
れ
で
計
１０
議
席
で
、
Ｄ
党
と
Ｅ
党
は
議
席
を
得
ら
れ
な
い
。
併
用
制
は
、
ま
ず
総
定
数
の
１０
を
各
党
に

配
分
し
て
Ａ
党
３
議
席
、
Ｂ
党
３
議
席
、
Ｃ
党
２
議
席
、
Ｄ
党
と
Ｅ
党
各
１
議
席
の
結
果
を
得
る
が
、
小
選
挙
区
で
の
獲
得
議
席
数
が

そ
の
配
分
議
席
数
を
上
回
る
と
き
は
、
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
認
め
て
、
そ
の
分
総
定
数
を
増
加
さ
せ
る
（
超
過
議
席
）。
本
例
で
は
Ａ
党
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が
本
来
３
議
席
の
と
こ
ろ
小
選
挙
区
で
４
人
当
選
済
み
な
の
で
こ
れ
を
認
め
、
最
終
議
席
が
Ａ
党
４
、
Ｂ
党
３
、
Ｃ
党
２
、
Ｄ
党
と
Ｅ

党
が
各
１
で
、
議
席
の
合
計
が
超
過
議
席
１
議
席
を
含
め
て
１１
と
な
る
。
連
用
制
は
既
に
述
べ
た
と
お
り
で
、
最
終
議
席
は
Ａ
党
４
、

Ｂ
党
３
、
Ｃ
党
２
、
Ｄ
党
１
で
、
Ｅ
党
は
議
席
を
得
ら
れ
な
い
。
議
席
の
合
計
は
１０
で
あ
る
。
最
後
に
小
選
挙
区
を
廃
し
て
１０
議
席
を

す
べ
て
比
例
で
配
分
す
れ
ば
、
Ａ
党
３
、
Ｂ
党
３
、
Ｃ
党
２
、
Ｄ
党
１
、
Ｅ
党
１
で
、
議
席
の
合
計
は
１０
で
あ
る
。

最
終
議
席
を
基
準
に
左
か
ら
「
大
政
党
に
有
利
―
小
政
党
に
有
利
（
不
利
で
な
い
）」
の
軸
上
に
並
べ
る
と
、
左
か
ら
並
立
制
、
連

用
制
、
併
用
制
、
純
粋
比
例
の
順
に
な
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
こ
れ
に
単
純
小
選
挙
区
制
を
加
え
る
と
、
単
純
小
選
挙
区
制
が
左
端
に

来
る
。
並
立
制
と
併
用
制
、
連
用
制
を
比
べ
る
と
、
並
立
制
で
は
Ａ
党
は
小
選
挙
区
の
結
果
と
無
関
係
に
議
席
配
分
が
行
わ
れ
る
比
例

に
よ
っ
て
も
議
席
を
確
保
し
て
い
る
が
、
併
用
制
と
連
用
制
で
は
Ａ
党
に
は
比
例
に
よ
る
議
席
配
分
は
な
い
。
こ
れ
は
小
選
挙
区
で
比

例
で
の
配
分
を
上
回
る
議
席
を
得
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
Ｂ
党
は
小
選
挙
区
で
議
席
を
得
て
い
る
の
み
な
ら
ず
比
例
で

も
議
席
の
配
分
を
受
け
て
い
る
。
こ
れ
は
表
２
で
除
数
３
（
Ｂ
党
の
小
選
挙
区
獲
得
議
席
は
２
）
の
商
が
全
体
の
９
番
目
に
な
っ
て
い

る
こ
と
に
示
さ
れ
よ
う
に
、
小
選
挙
区
で
の
獲
得
議
席
が
政
党
得
票
に
比
べ
て
少
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

興
味
深
い
の
は
併
用
制
と
連
用
制
の
比
較
で
あ
る
。
両
制
度
と
も
Ａ
党
は
計
４
議
席
を
得
て
い
る
が
、
併
用
制
で
の
４
議
席
は
超
過

議
席
の
お
か
げ
で
獲
得
で
き
た
議
席
で
あ
る
。
表
２
で
Ａ
党
の
除
数
４
の
商
の
順
位
が
全
体
の
１０
位
以
内
に
入
っ
て
い
な
い
に
も
関
わ

ら
ず
Ａ
党
が
４
議
席
を
得
て
い
る
こ
と
が
超
過
議
席
発
生
の
原
因
で
あ
る
（
Ａ
党
の
比
例
議
席
が
－１
、
合
計
議
席
が
３
で
あ
れ
ば
超
過

議
席
は
生
じ
な
い
）。
一
方
連
用
制
は
、
小
選
挙
区
の
議
席
に
追
加
し
て
比
例
議
席
を
配
分
し
、
比
例
用
に
用
意
さ
れ
た
議
席
が
尽
き

れ
ば
そ
れ
で
終
わ
り
に
な
る
と
い
う
操
作
手
順
か
ら
超
過
議
席
は
生
じ
る
余
地
が
な
い
。
で
は
併
用
制
と
連
用
制
の
議
席
配
分
の
違
い

は
何
か
。
表
２
を
見
る
と
、
併
用
制
で
は
Ｅ
党
が
議
席
を
得
て
い
る
の
に
対
し
て
、
連
用
制
で
は
Ｅ
党
は
議
席
を
得
て
い
な
い
。
併
用

制
に
よ
る
Ｅ
党
へ
の
議
席
配
分
の
順
位
は
最
下
位
の
１０
位
で
あ
る
。
即
ち
連
用
制
は
、
併
用
制
で
ド
ン
ト
式
で
総
議
席
を
配
分
し
た
後
、

（
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最
下
位
で
議
席
配
分
を
受
け
た
政
党
か
ら
順
に
超
過
議
席
の
個
数
分
だ
け
議
席
を
返
還
さ
せ
て
超
過
議
席
を
な
く
し
た
の
と
同
じ
配
分

結
果
に
な
る
。

こ
の
こ
と
は
ま
た
、
超
過
議
席
が
生
じ
な
い
ケ
ー
ス
で
は
併
用
制
と
連
用
制
は
全
く
同
じ
議
席
配
分
を
も
た
ら
す
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
。
表
３
は
こ
れ
ま
で
と
同
じ
政
党
得
票
で
、
超
過
議
席
が
生
じ
な
い
ケ
ー
ス
と
し
て
小
選
挙
区
の
獲
得
議
席
を
Ａ
党
３
、
Ｂ
党
２
、

Ｃ
党
１
に
変
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ケ
ー
ス
で
は
併
用
制
と
連
用
制
の
議
席
配
分
は
同
じ
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
は
併

用
制
と
連
用
制
が
数
理
的
に
も
密
接
な
連
関
を
持
つ
制
度
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

二

世
界
の
選
挙
制
度
論
議
に
お
け
る
連
用
制
の
位
置

⑴

小
選
挙
区
制
と
比
例
代
表
制
の
混
合
型
の
選
挙
制
度

総
て
の
制
度
に
つ
い
て
言
え
る
こ
と
だ
が
、
と
り
わ
け
選
挙
制
度
に
お
い
て
は
理
論
と
実
定
制
度
（
実
際
に
採
用
さ
れ
、
用
い
ら
れ

て
い
る
制
度
）
の
間
に
は
大
き
な
距
離
が
あ
る
。
実
定
制
度
は
そ
の
制
定
權
者
（
多
く
は
議
会
）
の
妥
協
や
取
引
の
結
果
あ
る
い
は
優

越
的
な
地
位
に
あ
る
者
の
都
合
や
利
害
関
係
に
よ
っ
て
、
つ
ぎ
は
ぎ
に
な
っ
て
い
た
り
歪
め
ら
れ
た
り
し
て
い
る
こ
と
が
少
な
く
な
い

か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
連
用
制
と
の
対
比
の
た
め
に
も
、
各
国
の
実
定
制
度
よ
り
世
界
の
専
門
家
や
実
務
家
た
ち
の
議
論
の
中
で
描
か

れ
て
い
る
理
念
型
的
な
選
挙
制
度
と
比
較
し
て
み
る
方
が
意
味
が
あ
る
だ
ろ
う
。

ち
ょ
う
ど
わ
が
国
で
衆
議
院
の
選
挙
制
度
改
革
が
政
治
の
最
重
要
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
た
頃
に
ま
と
め
ら
れ
、
刊
行
さ
れ
た
ア
ー
レ

ン
ド
・
レ
イ
プ
ハ
ル
ト
（A

rend
Lijphart

）
の
『
選
挙
制
度
と
政
党
制
―
一
九
四
五
年
―

一
九
九
〇
年
の
二
七
の
民
主
主
義
国
家
の

研
究
（ElectoralSystem

s
and

Party
System

s
-A

Study
ofT

w
enty-Seven

D
em

ocracies１９４５-

（
１０
）

１９９０

）』
は
、
第
二
次
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世
界
大
戦
後
の
西
側
諸
国
の
選
挙
制
度
に
つ
い
て
の
集
大
成
の
よ
う
な
書
物
で
あ
る
。
同
書
に
お
い
て
彼
は
選
挙
制
度
の
中
核
を
な
す

議
席
配
分
法
（electoralform

ula

）
に
つ
い
て
こ
れ
を
小
選
挙
区
制
な
ど
の
多
数
代
表
制
（m

ajoritarian
election

system

）
と

比
例
代
表
制
（
Ｐ
Ｒ
）
に
二
分
類
し
て
、
二
七
カ
国
で
一
九
四
五
年
―
一
九
九
〇
年
に
用
い
ら
れ
た
七
〇
シ
ス
テ
ム
の
う
ち
一
二
が
多

数
代
表
制
、
五
二
は
明
白
に
比
例
代
表
制
で
、
こ
れ
に
三
つ
の
拡
張
さ
れ
た
比
例
代
表
制
（reinforced

PR

）
と
日
本
の
二
つ
の
準

比
例
代
表
制
を
加
え
る
と
比
例
代
表
制
と
し
て
扱
え
る
も
の
は
五
七
に
の
ぼ
る
と
す
る
と
と
も
に
、「
全
体
的
に
（
研
究
対
象
の
二
七

カ
国
の
）
ト
レ
ン
ド
は
よ
り
比
例
的
な
制
度
に
向
か
っ
て
い
る
」
と
述
べ
て

（
１１
）

い
る
。
即
ち
レ
イ
プ
ハ
ル
ト
に
よ
る
選
挙
制
度
の
区
分
は

多
数
代
表
制
と
比
例
代
表
制
の
二
分
法
で
あ
る
。

実
は
こ
の
よ
う
な
二
分
法
は
レ
イ
プ
ハ
ル
ト
だ
け
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
後
述
の
マ
シ
ュ
ー
・
Ｓ
・
シ
ュ
ガ
ー
ト
（M

atthew
S.

Shugart

）
と
マ
ー
テ
ィ
ン
・
Ｐ
・
ワ
ッ
テ
ン
バ
ー
グ
（M

artin
P.W

attenberg

）
は
「
選
挙
制
度
を
広
く
多
数
代
表
制
と
比
例
代

表
制
の
二
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
す
る
の
は
、
長
い
間
慣
習
と
さ
れ
て
き
た
」
と

（
１２
）

述
べ
、
フ
ェ
デ
リ
コ
・
フ
ェ
ラ
ー
ラ
と
イ
リ
ッ

ク
・
Ｓ
・
ヘ
ェ
ロ
ン
、
ミ
サ
・
ニ
シ
カ
ワ
の
三
人
は
「
一
九
九
〇
年
代
ま
で
混
合
型
の
選
挙
制
度
は
例
外
に
分
類
さ
れ
た
。
混
合
型
の

制
度
は
、
経
験
的
に
稀
な
と
き
は
独
立
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
は
さ
れ
な
か
っ
た
」
と
述
べ
て

（
１３
）

い
る
。

し
か
し
レ
イ
プ
ハ
ル
ト
の
著
書
が
現
れ
た
頃
の
世
界
の
選
挙
制
度
は
、
日
本
も
含
め
、
意
図
的
に
多
数
代
表
制
（
具
体
的
に
は
小
選

挙
区
制
）
と
比
例
代
表
制
を

（
１４
）

混
合
さ
せ
る
も
の
へ
と
大
き
く
シ
フ
ト
し
て
い
た
。
混
合
型
は
、
一
九
五
三
年
の
ド
イ
ツ
、
一
九
六
二
年

の
韓
国
、
一
九
七
七
年
の
メ
キ
シ
コ
な
ど
で
導
入
さ
れ
た
後
、
一
九
八
〇
年
代
末
か
ら
九
〇
年
代
に
か
け
東
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
の
民
主
化
の

過
程
で
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ア
ル
バ
ニ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
、
ま
た
南
米
で
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
等
で
導
入
さ
れ
、
更
に
一
九
九
三

年
年
に
は
イ
タ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ロ
シ
ア
で
、
一
九
九
四
年
に
は
日
本
で
導
入
さ
れ
た
。

混
合
型
の
選
挙
制
度
の
登
場
は
、
選
挙
制
度
の
体
系
化
や
分
類
を
手
掛
け
る
世
界
の
専
門
家
た
ち
に
新
た
な
難
し
い
作
業
を
課
す
こ

（
五
四
）

１３５連用制とはどういう選挙制度か



と
に
な
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
代
表
的
な
選
挙
制
度
研
究
者
で
あ
る
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
Ｍ
・
フ
ァ
ラ
ァ
ル
（D

avid.M
.Farrell

）
は
、

一
九
九
七
年
刊
行
の
著
書
で
、
世
界
で
実
用
化
さ
れ
て
い
る
選
挙
制
度
を
五
つ
に
分
類
し
、
そ
の
ひ
と
つ
の「
二
票
制
の
比
例
代
表
制
」

と
名
付
け
た
制
度
に
つ
い
て
、
こ
の
選
挙
制
度
は
名
称
自
体
が
議
論
に
な
っ
て
い
る
と
し
て
、「
追
加
議
員
制
」（additionalm

em
-

ber

）、「
補
償
型
比
例
代
表
制
」（com

pensatory
PR

）、「
混
合
議
員
比
例
代
表
制
」（m

ixed
m
em

ber
proportional

）、「
個
人

化
さ
れ
た
比
例
代
表
制
」（personalized

PR

）、「
ド
イ
ツ
式
」（the

Germ
an

system

）、「
二
票
制
」（the

tw
o-vote

system

）

な
ど
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
問
題
を
抱
え
て
い
る
と
述
べ
た
う
え
で
、
従
来
で
あ
れ
ば
「
ド
イ
ツ
式
」
が
最
も
適
当

で
あ
る
が
、
こ
の
種
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
制
度
を
近
年
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
イ
タ
リ
ア
、
日
本
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ロ
シ
ア
な
ど
が

導
入
し
、
ま
た
メ
キ
シ
コ
、
韓
国
、
台
湾
、
ベ
ネ
ゼ
ー
ラ
な
ど
で
も
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
別
の
名
称
が
必
要
に
な
っ
た
と
し

て
、
こ
れ
ら
総
て
を
包
含
す
る
適
当
な
名
称
は
「
二
票
制
」
で
あ
ろ
う
と

（
１５
）

し
た
。

し
か
し
フ
ァ
ラ
ァ
ル
は
、
二
〇
〇
一
年
に
そ
の
著
書
の
代
替
書
と
す
る
著
書
を
別
の
タ
イ
ト
ル
で
刊
行
し
、
そ
の
中
で
従
来
の
「
二

票
制
」
の
代
わ
り
に
「
混
合
選
挙
制
度
」（M

ixed
ElectoralSystem

）
の
語
を
採

（
１６
）

用
し
、
更
に
二
〇
一
一
年
に
同
書
の
第
二
版
を

刊
行
し
た
時
に
は
「
混
合
議
員
選
挙
制
度
」（M

ixed-M
em

ber
ElectoralSy

（
１７
）

stem

）
の
語
を
使
用
し
た
。
そ
の
際
彼
は
、
こ
の
制

度
を
め
ぐ
っ
て
は
何
が
正
し
い
名
称
か
が
議
論
さ
れ
て
き
て
い
て
、
そ
れ
は
主
と
し
て
ど
の
よ
う
に
こ
の
制
度
を
定
義
す
る
か
の
違
い

を
反
映
し
て
い
る
と
し
た
う
え
で
、
現
在
で
は
「
混
合
議
員
選
挙
制
度
」（
な
い
し
「
混
合
選
挙
制
度
」）
と
い
う
総
称
が
与
え
ら
れ
て

い
る
と
述

（
１８
）

べ
た
。

フ
ァ
ラ
ァ
ル
が
二
〇
〇
一
年
の
初
版
と
二
〇
一
一
年
の
第
二
版
で
名
称
を
変
え
た
間
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
マ
シ
ュ
ー
・
Ｓ
・
シ
ュ

ガ
ー
ト
（M

atthew
S.Shugart

）
と
マ
ー
テ
ィ
ン
・
Ｐ
・
ワ
ッ
テ
ン
バ
ー
グ
（M

artin
P.W

attenberg

）
の
編
著
に
よ
る
『
混

合
議
員
選
挙
制
度
（M

ixed-M
em

ber
ElectoralSystem

s:The
Best

ofBoth
W

or
（
１９
）

lds？

）』
な
る
大
著
の
刊
行
が
あ
る
。
こ
の
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書
物
の
執
筆
に
は
各
国
の
選
挙
制
度
の
専
門
家
た
ち
が
参
加
し
フ
ァ
ラ
ァ
ル
も
加
わ
っ
た
こ
と
か
ら
、
書
名
の「
混
合
議
員
選
挙
制
度
」

が
当
然
フ
ァ
ラ
ァ
ル
に
も
影
響
を
与
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
「
混
合
議
員
選
挙
制
度
」
が
今
日
で
は
最
も
使
用
さ
れ
る
頻
度
の

高
い
名
称
に
な
っ
て
い
る
が
、
た
だ
し
シ
ュ
ガ
ー
ト
と
ワ
ッ
テ
ン
バ
ー
グ
は
こ
の
制
度
を
、
重
な
る
地
域
的
範
囲
に
お
い
て
多
段
階
で

異
な
る
議
席
配
分
ル
ー
ル
が
適
用
さ
れ
る
「
多
段
階
選
挙
制
度
」（M

ultiple-T
ier

ElectoralSystem
s

）
の
う
ち
、
あ
る
段
階
で
は

候
補
者
個
人
に
議
席
が
配
分
さ
れ
、
他
の
段
階
で
は
政
党
の
リ
ス
ト
に
議
席
が
配
分
さ
れ
る
制
度
と
定
義
し
て
い
る
。
並
立
制
、
併
用

制
、
連
用
制
は
い
ず
れ
も
こ
の
定
義
に
含
ま
れ
、
一
票
制
で
も
二
票
制
で
も
か
ま
わ
な
い
こ
と
に

（
２０
）

な
る
。

こ
れ
に
対
し
て
「
混
合
議
員
選
挙
制
度
」
と
並
ん
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
「
混
合
選
挙
制
度
」
を
用
い
て
い
る
ス
ペ
イ
ン
の
ジ
ョ

ゼ
フ
・
コ
ロ
メ
ー
ル
（（Josep

M
.Colom

er

）
は
、
異
な
る
有
権
者
と
議
席
に
異
な
る
ル
ー
ル
を
用
い
る
も
の
（
一
部
の
選
挙
区
で

は
小
選
挙
区
制
で
選
挙
し
、
他
の
選
挙
区
で
は
比
例
代
表
制
で
選
挙
す
る
な
ど
）、
有
権
者
は
一
票
を
投
じ
る
が
そ
れ
が
多
段
階
で
評

価
さ
れ
る
も
の
（
一
票
が
小
選
挙
区
で
評
価
さ
れ
る
と
と
も
に
同
じ
票
で
政
党
に
議
席
を
配
分
す
る
一
票
制
の
並
立
制
な
ど
）
及
び
有

権
者
は
二
票
を
持
ち
別
々
の
ル
ー
ル
を
適
用
す
る
も
の
（
二
票
制
の
並
立
制
な
ど
）
の
三
つ
を
「
混
合
選
挙
制
度
」
と
し
て

（
２１
）

い
る
。
彼

に
よ
れ
ば
併
用
制
は
比
例
代
表
制
で

（
２２
）

あ
る
。
ま
た
同
じ
く
「
混
合
選
挙
制
度
」
を
用
い
る
カ
ナ
ダ
の
研
究
者
の
ア
ン
ド
レ
・
ブ
レ

（A
ndré

Blais

）
と
ル
イ
・
マ
シ
コ
ッ
ト
（Louis

M
assicotte

）
は
、
小
選
挙
区
制
な
い
し
絶
対
多
数
代
表
制
（
１
人
区
に
お
け

る
２
回
投
票
制
や
代
替
投
票
制
な
ど
）
と
比
例
代
表
制
の
混
合
に
限
っ
て
こ
の
名
称
を
用
い
て

（
２３
）

い
る
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
マ
イ
ケ
ル
・

ギ
ャ
ラ
ハ
ー
（M
ichaelGallagher

）
と
イ
ギ
リ
ス
人
の
ポ
ー
ル
・
ミ
ッ
チ
ェ
ル
（PaulM

itchell

）
も
同
様
に
一
部
が
多
数
制
又

は
絶
対
多
数
制
（
通
常
は
一
人
区
制
）
で
選
出
さ
れ
、
他
の
者
が
比
例
代
表
制
で
選
出
さ
れ
る
制
度
を
、「
混
合
制
度
（M

ixed
Sys-

tem

）」
と
し
て

（
２４
）

い
る
。
こ
の
よ
う
に
用
語
は
収
斂
し
て
き
て
い
て
も
、「
混
合
議
員
選
挙
制
度
」
に
し
て
も
「
混
合
選
挙
制
度
」
に
し

て
も
、
今
な
お
研
究
者
の
間
で
概
念
と
用
語
が
一
致
し
な
い
状
況
に
あ
る
。

（
五
六
）

１３３連用制とはどういう選挙制度か



⑵

混
合
議
員
多
数
代
表
制
（
Ｍ
Ｍ
Ｍ
）
と
混
合
議
員
比
例
代
表
制
（
Ｍ
Ｍ
Ｐ
）

混
合
型
の
名
称
だ
け
で
は
、
ま
だ
並
立
制
と
併
用
制
は
互
い
に
区
別
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
連
用
制
は
と
も
か
く
、
と
り
あ
え
ず

こ
の
二
つ
を
世
界
の
選
挙
制
度
の
専
門
家
は
ど
の
よ
う
に
区
別
し
、
ど
の
よ
う
な
異
な
っ
た
名
前
を
与
え
て
い
る
の
か
。

シ
ュ
ガ
ー
ト
と
ワ
ッ
テ
ン
バ
ー
グ
は
、「
混
合
議
員
選
挙
制
度
」
を
「
混
合
議
員
多
数
代
表
制
（m

ixed-m
em

ber
m
ajoritarian

Ｍ
Ｍ
Ｍ
）」
と
「
混
合
議
員
比
例
代
表
制
（m

ixed-m
em

ber
proportional

Ｍ
Ｍ
Ｐ
）」
に
細
分
し
て

（
２５
）

い
る
。
も
っ
と
も
「
混
合
議
員

比
例
代
表
制
（
Ｍ
Ｍ
Ｐ
）」
は
、
彼
ら
の
造
語
で
は
な
く
、
一
九
九
三
年
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
が
ド
イ
ツ
型
の
併
用
制
を
採
用
す
る

際
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
盛
ん
に
用
い
て
普
及
し
た
と
い
う
経
緯
が

（
２６
）

あ
る
。
前
述
の
フ
ァ
ラ
ァ
ル
の
一
九
九
七
年
の
著
書
に
も
登
場
し
、

あ
る
意
味
で
は
混
合
議
員
選
挙
制
度
よ
り
古
く
か
ら
普
及
し
て
い
た
。

シ
ュ
ガ
ー
ト
と
ワ
ッ
テ
ン
バ
ー
グ
の
混
合
議
員
多
数
代
表
制
と
混
合
義
員
比
例
代
表
制
は
、
異
な
る
段
階
（tier

）
間
で
リ
ン
ケ
ー

ジ
が
あ
る
か
な
い
か
で
区
別
さ
れ
る
。
リ
ン
ケ
ー
ジ
が
な
い
混
合
議
員
多
数
代
表
制
で
は
、
候
補
者
段
階
で
の
議
席
配
分
（
小
選
挙
区

制
で
の
当
落
の
決
定
な
ど
）
で
優
位
を
築
い
た
大
政
党
が
、
そ
の
結
果
と
無
関
係
に
政
党
の
リ
ス
ト
で
も
議
席
を
獲
得
し
、
結
局
大
政

党
に
有
利
に
作
用
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
混
合
議
員
比
例
代
表
制
で
は
最
初
に
政
党
の
リ
ス
ト
で
の
議
席
配
分
で
獲
得
議
席
の
大
枠
を

決
め
た
り
、
あ
る
い
は
候
補
者
段
階
で
多
く
の
議
席
を
獲
得
し
た
場
合
は
政
党
の
リ
ス
ト
の
段
階
で
は
よ
り
少
な
い
議
席
し
か
与
え
ら

れ
な
い
よ
う
に
し
た
り
し
て

（
２７
）

い
る
。

ふ
た
り
は
リ
ン
ケ
ー
ジ
の
具
体
的
な
方
法
を
、
技
術
的
な
分
類
に
よ
っ
て
で
な
く
各
国
の
実
例
で
紹
介
し
て
い
る
。
ま
ず
リ
ン
ケ
ー

ジ
の
な
い
場
合
と
し
て
ふ
た
つ
の
段
階
が
「
パ
ラ
レ
ル
」
な
場
合
が

（
２８
）

あ
る
。
こ
れ
は
ふ
た
つ
の
段
階
が
並
行
で
交
わ
る
こ
と
の
な
い
方

式
で
、
候
補
者
個
人
へ
の
議
席
配
分
の
段
階
と
政
党
の
リ
ス
ト
へ
の
議
席
配
分
の
段
階
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
行
わ
れ
、
政
党
の
獲
得

議
席
は
そ
の
合
算
に
な
る
場
合
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
わ
が
国
で
い
う
並
立
制
で
あ
る
。
な
お
、「
パ
ラ
レ
ル
」
と
い
う
言
葉
は
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実
は
選
挙
制
度
の
分
野
で
は
か
な
り
熟
し
た
言
葉
で
、「
パ
ラ
レ
ル
制
（ParallelSystem

）」
と
い
う
言
い
方
で
定
着
し
、
流
通
し
て

い
る
と
言
っ
て

（
２９
）

よ
い
。
例
え
ば
北
欧
諸
国
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
で
民
主
主
義
及
び
選
挙
支
援
の
研
究
と
実
施
の
機
関
と
し
て
設
立
さ
れ

た
「
民
主
主
義
・
選
挙
支
援
国
際
研
究
所
（T

he
InternationalInstitute

for
the

D
em

ocracy
and

ElectoralA
ssistance

ID
EA

）」
が
編
纂
し
た
『
選
挙
制
度
の
デ
ザ
イ
ン
―
新
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ルID

EA

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
（ElectoralSystem

Design:
T
he

New
International

ID
EA

Handbook

）』
で
は
、「
混
合
制
」
に
属
す
る
二
つ
の
制
度
と
し
て
混
合
議
員
比
例
代
表
制
（
Ｍ

Ｍ
Ｐ
）と
パ
ラ
レ
ル
制
が
挙
げ
ら
れ
て

（
３０
）

い
る
。
こ
れ
は
日
本
に
あ
て
は
め
れ
ば
混
合
型
の
制
度
と
し
て
併
用
制
と
並
立
制
の
二
つ
を（
二

つ
の
み
を
）
取
り
上
げ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

シ
ュ
ガ
ー
ト
と
ワ
ッ
テ
ン
バ
ー
グ
が
積
極
的
な
リ
ン
ケ
ー
ジ
の
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
最
初
は「
補
償
型（com

pensatory
type

）」

で
、
そ
の
具
体
例
と
し
て
ド
イ
ツ
方
式
即
ち
併
用
制
が
紹
介
さ
れ
て

（
３１
）

い
る
。
次
に
は
小
選
挙
区
で
当
選
し
な
か
っ
た
候
補
者
の
票
が
政

党
リ
ス
ト
の
票
に
加
算
さ
れ
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
例
や
、
逆
に
当
選
し
た
選
挙
区
候
補
者
の
票
を
政
党
リ
ス
ト
の
票
か
ら
控
除
す
る
イ
タ

リ
ア
方
式
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て

（
３２
）

い
る
。

そ
の
他
前
述
の
コ
ロ
メ
ー
ル
は
、
混
合
選
挙
制
度
の
仕
組
み
と
し
て
「
併
存
」（coexistence

）、「
多
段
階
」（m

ultiple
tier

）、「
並

行
」（parallel

）の
３
つ
を
区

（
３３
）

別
し
、
ブ
レ
と
マ
シ
コ
ッ
ト
は
混
合
選
挙
制
度
の
下
位
区
分
と
し
て「
併
存
制
」（coexistence

system

）、

「
重
ね
合
わ
せ
（
並
行
）
制
」（superposition

（parallel
）system

）、「
修
正
制
」（corrective

system

）、「
超
混
合
制
」（super-

m
ixed

system

）
を
区
別
し
て

（
３４
）

い
る
。
ギ
ャ
ラ
ハ
ー
と
ミ
ッ
チ
ェ
ル
は
、
多
段
階
の
補
償
的
混
合
制
（
修
正
制
又
は
Ｍ
Ｍ
Ｐ
と
も
呼

ば
れ
る
と
し
て
い
る
）
と
単
段
階
の
パ
ラ
レ
ル
混
合
制
（
Ｍ
Ｍ
Ｍ
と
も
呼
ば
れ
る
と
し
て
い
る
）
を
区
別
し
て

（
３５
）

い
る
。

（
五
八
）

１３１連用制とはどういう選挙制度か



⑶

追
加
議
員
制
（
Ａ
Ｄ
Ｍ
）
と
ト
ッ
プ
・
ア
ッ
プ
方
式

こ
れ
ま
で
の
議
論
は
、
総
て
の
選
挙
制
度
を
対
象
に
大
分
類
か
ら
始
め
て
整
然
と
し
た
樹
形
図
を
作
っ
て
い
く
作
業
の
う
ち
の
混
合

制
の
部
分
に
あ
た
る
。
網
羅
的
で
あ
る
が
、
先
端
の
細
か
な
分
類
ま
で
行
き
着
か
な
い
う
ち
に
分
類
方
法
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
錯
綜
し

て
い
る
状
況
と
言
え
よ
う
。
そ
の
こ
と
は
選
挙
制
度
の
分
類
や
類
型
化
の
そ
も
そ
も
の
難
し
さ
を
物
語
っ
て
い
る
が
、
し
か
し
こ
れ
ま

で
の
と
こ
ろ
で
は
併
用
制
・
連
用
制
の
グ
ル
ー
プ
と
並
立
制
を
区
別
で
き
て
も
、
併
用
制
と
連
用
制
を
区
別
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
こ
で
こ
こ
か
ら
は
大
分
類
法
的
な
議
論
を
離
れ
、
連
用
制
を
選
挙
制
度
の
ひ
と
つ
の
類
型
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
議

論
は
な
い
か
見
て
ゆ
こ
う
。

注
目
さ
れ
る
の
は
、「
追
加
議
員
制
」（A
dditionalM

em
ber

System

Ａ
Ｍ
Ｓ
）
と
い
う
類
型
で
あ
る
。
内
容
は
名
称
が
示
す
よ

う
に
議
員
を
追
加
す
る
方
式
と
い
う
こ
と
だ
が
、
言
葉
自
体
は
も
っ
ぱ
ら
イ
ギ
リ
ス
で
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
も
と
も
と
は

比
例
代
表
制
の
残
余
議
席
を
プ
ー
ル
し
て
よ
り
広
範
囲
の
選
挙
区
で
各
党
に
追
加
配
分
し
て
比
例
性
を
増
大
さ
せ
る
な
ど
の
制
度
と
し

て
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
な
ど
で
用
い
ら
れ
た
も
の
を
指
し
て
い
た
よ
う

（
３６
）

だ
が
、
今
日
で
は
混
合
議

員
比
例
代
表
制
（
Ｍ
Ｍ
Ｐ
）
や
ド
イ
ツ
式
の
併
用
制
を
意
味
す
る
イ
ギ
リ
ス
で
の
用
語
と
さ
れ
て

（
３７
）

い
る
。

し
か
し
「
追
加
議
員
制
」
と
い
う
言
葉
を
ド
イ
ツ
の
併
用
制
に
用
い
る
の
に
は
ど
こ
か
違
和
感
が
あ
る
。
併
用
制
は
そ
も
そ
も
基
本

的
に
比
例
代
表
制
で
あ
り
、
有
権
者
の
投
じ
る
第
二
票
（
政
党
名
簿
へ
の
投
票
）
に
比
例
し
て
最
初
に
各
党
の
獲
得
議
席
数
が
決
ま
り
、

そ
こ
か
ら
小
選
挙
区
で
の
当
選
者
数
を
控
除
し
て
不
足
分
を
政
党
名
簿
か
ら
補
充
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
小
選
挙
区
の
歪
み
を
議
員

を
「
追
加
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
是
正
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
違
和
感
を
も
た
ら
し
て
い
る
併
用
制
の
仕
組
み
と
「
追
加
」

の
語
義
の
ズ
レ
は
、
Ａ
Ｍ
Ｓ
の
語
が
生
ま
れ
た
後
の
誤
用
か
ら
生
じ
た
よ
う
だ
。

イ
ギ
リ
ス
で
議
会
政
治
の
啓
蒙
や
研
究
、
実
践
活
動
な
ど
を
幅
広
行
っ
て
い
る
ハ
ン
サ
ー
ド
協
会
が
設
置
し
た
「
選
挙
制
度
改
革
委
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員
会
」
が
一
九
七
六
年
に
発
表
し
た
レ
ポ
ー
ト
は
、
現
行
の
単
純
小
選
挙
区
制
に
代
わ
る
べ
き
選
挙
制
度
と
し
て
単
記
委
譲
式
と
追
加

議
員
制
（
Ａ
Ｍ
Ｓ
）
を
推
奨
し
た
。
こ
の
と
き
追
加
議
員
制
は
、
ド
イ
ツ
式
と
は
異
な
る
あ
る
具
体
的
な
選
挙
制
度
を
意
味
す
る
言
葉

と
し
て
使
わ

（
３８
）

れ
た
が
、
こ
の
レ
ポ
ー
ト
で
ド
イ
ツ
式
も
扱
わ
れ
て
い
た
た
め
に
や
が
て
ド
イ
ツ
式
と
の
混
同
が
生
じ
て
、
現
在
の
用
法

に
な
っ
た
よ

（
３９
）

う
だ
。
そ
し
て
こ
の
時
ハ
ン
サ
ー
ド
協
会
が
推
奨
し
た
Ａ
Ｍ
Ｓ
こ
そ
、
既
に
連
用
制
の
定
義
の
部
分
で
述
べ
た
連
用
制

フ
ァ
ミ
リ
ー
に
属
す
る
制
度
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
仕
組
み
は
、
候
補
者
は
総
て
小
選
挙
区
か
ら
立
候
補
し
、
通
常
の
方
法
で
小
選
挙
区
で
の
当
選
者
を
決
め
た
後
、
候
補
者
の
票

を
一
定
の
地
域
で
政
党
ご
と
に
集
計
し
、
ド
ン
ト
式
で
追
加
議
席
を
配
分
す
る
が
、
そ
の
際
の
除
数
は
政
党
ご
と
に
そ
の
地
域
で
獲
得

し
た
小
選
挙
区
議
席
数
プ
ラ
ス
一
か
ら
始
ま
る
も
の
と
し
て
、
こ
れ
に
よ
り
各
党
の
追
加
議
席
数
が
決
ま
っ
た
後
は
各
党
ご
と
に
小
選

挙
区
で
の
得
票
率
の
順
に
落
選
候
補
者
が
当
選
人
と
な
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。「
小
選
挙
区
で
の
獲
得
議
席
数
＋
一
」
か
ら
始
ま
る

除
数
に
よ
る
ド
ン
ト
式
と
い
う
部
分
に
お
い
て
本
論
の
連
用
制
に
重

（
４０
）

な
る
。

更
に
そ
れ
か
ら
二
一
年
後
、
一
九
九
七
年
に
一
八
年
ぶ
り
に
政
権
に
就
い
た
労
働
党
の
ブ
レ
ア
政
権
が
、
選
挙
制
度
改
革
の
た
め
に

ロ
イ
・
ジ
ェ
ン
キ
ン

（
４１
）

ズ
卿
を
委
員
長
と
し
て
立
ち
上
げ
た
独
立
委
員
会
が
一
九
九
八
年
一
〇
月
に
内
務
大
臣
に
報
告
し
た
案
は
、
二
票

制
で
か
つ
比
例
代
表
は
名
簿
式
で
あ
り
、
本
論
で
定
義
し
た
連
用
制
に
当

（
４２
）

た
る
。
し
か
し
こ
の
時
に
は
「
追
加
議
員
制
」
の
語
は
広
く

「
混
合
議
員
比
例
代
表
制
」
な
い
し
は
ド
イ
ツ
式
の
併
用
制
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
委
員
会
は
代
わ
り
に
「
限
定
的

な
追
加
議
員
制
（lim

ited
A
M

S

）」
と
か
「
代
替

（
４３
）

投
票
ト
ッ
プ
・
ア
ッ
プ
（A

V
T
op-up

）」
の
語
を
使
用

（
４４
）

し
た
。「
ト
ッ
プ
・
ア
ッ

プ
」
と
い
う
の
は
「
補
充
」
と
い
う
意
味
で
、
本
来
で
あ
れ
ば
Ａ
Ｍ
Ｓ
で
足
り
た
は
ず
が
、
ハ
ン
サ
ー
ド
協
会
が
考
案
し
た
「
追
加
議

員
制
（
Ａ
Ｍ
Ｓ
）」
が
む
し
ろ
併
用
制
の
意
味
に
転
化
し
、
別
の
「
ト
ッ
プ
・
ア
ッ
プ
」
の
語
を
も
っ
て
来
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

わ
け
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
世
界
の
選
挙
制
度
の
議
論
の
発
展
に
と
っ
て
損
失
と
い
っ
て
も
よ
い
こ
と
だ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
六
〇
）

１２９連用制とはどういう選挙制度か
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）A
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追
加
議
員
と
す
る
。
候
補
者
は
総
て
小
選
挙
区
か
ら
立
候
補
し
、
有
権
者
は
一
票
を
候
補
者
に
投
票
す
る
。
通

常
の
ル
ー
ル
に
従
っ
て
小
選
挙
区
で
の
当
選
者
を
決
定
し
た
後
、
候
補
者
に
投
じ
ら
れ
た
票
を
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
地
方
（region

）
ご
と
に

（
大
ロ
ン
ド
ン
は
単
一
の
地
方
と
す
る
）、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
そ
れ
ぞ
れ
ひ
と
ま
と
め
で
、
そ
の
所

属
政
党
の
得
票
と
し
て
集
計
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
五
％
以
上
を
獲
得
し
た
政
党
に
つ
い
て
の
み
ド
ン
ト
式
（
最
大
平
均
法
）
で
追
加

議
席
を
配
分
す
る
が
、
そ
の
際
の
除
数
は
政
党
ご
と
に
そ
の
地
域
で
獲
得
し
た
小
選
挙
区
の
議
席
数
プ
ラ
ス
一
か
ら
始
ま
る
も
の
と
す
る
。

小
選
挙
区
で
の
得
票
率
の
順
に
各
政
党
の
追
加
議
席
分
の
落
選
候
補
者
が
当
選
人
と
な
る
。See

The
Report

ofthe
Hansard

Society
Com

m
ission

on
ElectoralReform

,pp.３７

―４０.

な
お
、
筆
者
は
連
用
制
を
考
案
し
た
時
、
ハ
ン
サ
ー
ド
協
会
が
改
革
案
を
公
表
し
た
こ

と
は
承
知
し
て
い
た
が
、
そ
の
案
の
具
体
的
内
容
は
承
知
し
て
い
な
か
っ
た
。

１２６ 駿河台法学 第３０巻第２号（２０１７）
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（
４１
）
わ
が
国
で
は
通
常「
ジ
ェ
ン
キ
ン
ス
」と
表
記
さ
れ
る
が
、English

O
xford

Living
D
ictionaries

は“jeN
Gkinz ”

と
し
て
い
る
の
で「
ジ
ェ

ン
キ
ン
ズ
」と
す
る
。See

English
O
xford

Living
D
ictionaries,Jenkins,Roy,retrieved

from
https:／／en.oxforddictionaries.

com
／definition-／us／jenkins,_roy

（２０１６.１２.２９

）.
（
４２
）
ジ
ェ
ン
キ
ン
ズ
委
員
会
設
置
の
経
緯
と
そ
の
報
告
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
成
田
憲
彦
「
イ
ギ
リ
ス
の
選
挙
制
度
改
革
―
ジ
ェ
ン
キ
ン

ズ
報
告
を
中
心
に
」『
駿
河
台
法
学
』
第
一
三
巻
第
一
号
、
一
九
九
九
年
一
〇
月
、
九
七
頁
―
一
五
二
頁
。

（
４３
）
代
替
投
票
（alternative

vote

Ａ
Ｖ
）
と
い
う
の
は
、
単
純
小
選
挙
区
制
で
は
相
対
多
数
で
一
位
の
者
が
当
選
者
と
な
る
の
に
対
し
て
、

同
じ
小
選
挙
区
制
な
が
ら
当
選
に
有
効
投
票
の
過
半
数
を
必
要
と
す
る
絶
対
多
数
制
の
一
種
で
、
選
挙
人
は
候
補
者
に
一
、
二
、
三
…
の
順

位
を
付
し
て
投
票
し
、
第
一
順
位
で
の
集
計
で
過
半
数
を
得
る
候
補
者
が
い
な
け
れ
ば
最
下
位
の
候
補
者
の
票
を
取
り
崩
し
て
第
二
順
位
で

再
配
分
す
る
と
い
う
作
業
を
過
半
数
を
得
る
候
補
者
が
出
る
ま
で
繰
り
返
す
も
の
で
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
下
院
議
員
選
挙
で
用
い
ら

れ
て
い
る
。
ジ
ェ
ン
キ
ン
ズ
委
員
会
が
小
選
挙
区
に
代
替
投
票
制
を
用
い
る
よ
う
に
勧
告
し
た
の
は
、
死
票
を
減
ら
せ
る
こ
と
や
候
補
者
が

選
挙
区
の
多
数
に
真
剣
に
訴
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
更
に
候
補
者
が
第
二
順
位
や
第
三
順
位
の
投
票
を
期
待
し
て
ラ
イ
バ
ル
に
対
す
る
際

限
の
な
い
攻
撃
を
抑
制
す
る
こ
と
な
ど
の
利
点
が
あ
る
か
ら
だ
と
す
る
。The

Reportofthe
IndependentCom

m
ission

on
the

Vot-
ing

System
,Cm

４０９０

―１,１９９８,p.３８.

（
４４
）Ibid.,p.５０.

三

実
定
制
度
と
し
て
の
連
用
制

ハ
ン
サ
ー
ド
協
会
案
も
ジ
ェ
ン
キ
ン
ズ
委
員
会
報
告
案
も
、
現
実
の
選
挙
制
度
と
し
て
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
連
用
制
の
類

型
に
属
す
る
選
挙
制
度
を
現
実
に
採
用
し
た
例
が
、
地
方
選
挙
に
つ
い
て
は
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
、
ウ
ェ
ー
ル

（
六
四
）

１２５連用制とはどういう選挙制度か



ズ
議
会
、
ロ
ン
ド
ン
市
議
会
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
新
た
に
設
置
さ
れ
た
議
会
で
あ
る

た
め
に
、
連
用
制
の
採
用
が
可
能
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
一
七
〇
七

年
ま
で
独
立
の
議
会
を
も
つ
王
国
だ
っ
た
が
、
そ
の
時
代
の
こ
と
は
別
に
し
て
労
働

党
の
ブ
レ
ア
政
権
下
の
一
九
九
七
年
の
住
民
投
票
で
の
可
決
を
受
け
て
、
翌
九
八
年

一
一
月
に
イ
ギ
リ
ス
議
会
が
制
定
し
た
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
（Scotland

A
ct

（
４５
）

１９９８

）」
に
よ
り
、
課
税
権
限
を
含
め
大
幅
に
イ
ギ
リ
ス
議
会
の
立
法
権
限
の
委
譲

を
受
け
た
現
在
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
が
設
置
さ
れ
た
。
最
初
の
議
会
選
挙
は
九

九
年
五
月
に
行
わ
れ
、
同
年
七
月
に
正
式
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
が
発
足
し
た
。

そ
の
選
挙
制
度
の
骨
格
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
に
規
定
が
あ
り
、
同
法
第
一
条

第
⑵
項
で
小
選
挙
区
議
員
の
選
挙
（
相
対
多
数
制
）
に
つ
い
て
規
定
し
、
第
⑶
項
で

「
比
例
代
表
制
の
追
加
議
員
制
（additionalm

em
ber

system
ofproportional

representation
）」
に
よ
っ
て
地
域
（region

）
議
員
を
選
挙
す
る
こ
と
が
規
定
さ

れ
て
い
る
。
そ
し
て
第
七
条
第
⑵
項
及
び
第
八
条
第
⑴
項
、
第
⑵
項
で
、
地
域
名
簿

を
提
出
し
た
政
党
の
地
域
議
席
は
、
政
党
得
票
を
地
域
で
獲
得
し
た
小
選
挙
区
議
席

の
数
＋
一
か
ら
始
ま
る
整
数
で
除
し
た
商
の
大
き
さ
の
順
に
配
分
さ
れ
る
と
規
定
し

て
い
る
。
即
ち
二
票
制
で
名
簿
式
の
連
用
制
で
あ
る
。
な
お
、
選
挙
区
は
、
別
表
で

小
選
挙
区
に
つ
い
て
は
二
つ
の
島
嶼
を
除
い
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
イ
ギ
リ

スコットランド議会の選挙結果

合 計

２０１６

２４
６３
５
３１
６
０
―
―
―
―
―

１２９
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ス
議
会
の
選
挙
区
を
、
地
域
選
挙
区
に
つ
い
て
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
八
の
欧
州
議
会
選
挙
区
を
使
用
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ

て
い
る
。

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
選
挙
制
度
に
連
用
制
を
用
い
る
こ
と
は
、
時
期
が
近
接
し
て
い
る
ジ
ェ
ン
キ
ン
ズ
委
員
会
の
報
告
の
影
響

に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
保
守
党
を
除
く
各
政
党
、
経
済
団
体
、
労
組
、
教
会
そ
の
他
の
団
体
が
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
の
地
方
分
権
の
拡
大
を
求
め
て
一
九
八
九
年
に
設
立
し
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
憲
法
会
議
（Scottish

ConstitutionalCon-

vention

）
で
合
意
が
な
さ
れ
た
も
の
を
、
労
働
党
政
権
下
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
に
盛
り
込
ん
だ
も
の
で

（
４６
）

あ
る
。
こ
の
憲
法
会
議
で

は
一
九
九
二
年
一
月
に
幹
部
会
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
選
挙
制
度
と
し
て
追
加
議
員
制
（
Ａ
Ｍ
Ｓ
）
を
基
本
と
す
る
こ
と
を
決
め
、

労
働
党
の
執
行
部
も
こ
れ
を
受
け
入
れ

（
４７
）

た
後
、
九
三
年
一
〇
月
に
一
〇
人
の
著
名
な
非
党
派
的
な
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
か
ら
成
る
憲
法

委
員
会
（Scottish

ConstitutionalCom
m
ission

）
を
設
置
し
て
細
部
の
検
討
を
さ
せ
た
。
そ
し
て
こ
の
委
員
会
が
九
四
年
一
〇
月

に
憲
法
会
議
に
制
度
の
詳
細
を
報
告
し
、
そ
の
後
労
働
党
と
自
由
党
の
間
で
定
数
を
め
ぐ
る
調
整
が
行
わ

（
４８
）

れ
て
、
九
五
年
一
一
月
に
選

挙
制
度
を
含
む
憲
法
会
議
の
最
終
報
告
で
あ
る
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
―
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
権
利
（Scotland’s

Parliam
ent:

Scotland’s
Right

）」
が
公
表
さ
れ
る
と
い
う
経
過
を
た
ど

（
４９
）

っ
た
。

現
在
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
選
挙
制
度
は
、
総
定
数
一
二
九
人
で
、
う
ち
七
三
人
が
小
選
挙
区
選
出
議
員
、
残
り
五
六
人
が
八

の
地
域
か
ら
七
人
ず
つ
選
出
さ
れ
る
地
域
議
員
で
あ
る
。
有
権
者
は
二
票
を
も
ち
、
一
票
は
小
選
挙
区
候
補
者
に
、
も
う
一
票
は
地
域

の
政
党
名
簿
に
投
票
す
る
。
小
選
挙
区
の
当
選
者
が
決
ま
っ
た
後
、
政
党
名
簿
の
得
票
を
「
そ
の
政
党
の
小
選
挙
区
で
の
獲
得
議
席
数

＋
一
」
で
始
ま
る
整
数
で
順
に
除
し
て
、
商
の
大
き
い
順
に
議
席
を
配
分
す
る
。
本
論
で
定
義
し
た
連
用
制
そ
の
も
の
で
あ
る
。

表
四
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
過
去
五
回
の
選
挙
結
果
を
掲
げ
る
。

な
お
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
議
会
（N

ationalA
ssem

bly
for

W
hales

）
は
四
〇
人
の
小
選
挙
区
選
出
議
員
と
五
つ
の
地
域
か
ら
四
人
ず

（
六
六
）

１２３連用制とはどういう選挙制度か



つ
政
党
名
簿
か
ら
選
出
さ
れ
る
地
域
議
員
の
計
六
〇
人
の
議

（
５０
）

員
で
、
ま
た
大
ロ
ン
ド
ン
議
会
（London

assem
bly

）
は
一
四
人
の
小

選
挙
区
選
出
議
員
と
大
ロ
ン
ド
ン
全
域
で
政
党
名
簿
か
ら
選
出
さ
れ
る
一
一
人
の
議
員
の
計
二
五
人
で
組
織
さ

（
５１
）

れ
る
。
い
ず
れ
も
本
論

で
定
義
す
る
連
用
制
で
あ
る
。

（
４５
）
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
テ
キ
ス
ト
は
、http:／／w

w
w
.legislation.gov.uk／ukpga／１９９８／４６／pdfs／ukpga_１９９８００４６_

en.pdf.

（
４６
）M

anuelA
lvarez-Rivera,Election

Resources
on

the
Internet:Elections

to
the

Scottish
Parliam

entand
NationalA

s-
sem

bly
for

W
ales ,retrieved

from
http:／／w

w
w
.electionresources.org／uk／sct-w

ls／

（２０１６.１２.３１

）,P.３.

（
４７
）Pippa

N
orris, “

T
he

Politics
ofElectoralReform

in
Britain, ”

InternationalPoliticalScience
Review

,V
ol.１６,N

o.１,
１９９５,p.７４.

（
４８
）H

ouse
ofCom

m
onsLibrary,T

he
Governm

entofScotland:RecentProposals,Research
Paper９５／１３１,１９９５,retrieved

from
http: ／／researchbriefings.files.parliam

ent.uk／docum
ents／RP９５-１３１／RP９５-１３１.pdf,

（２０１６.１２.３１

）,pp.６

―７,p.９.

（
４９
）Scottish

Constitutional
Convention,

Scotland’s
Parliam

ent:Scotland’s
Right,retrieved

from
https:／／paulcairney.

files.w
ord-press.com

／２０１５／０９／scc-１９９５.pdf

（２０１６.１２.３１
）,pp.２０

―２１.

（
５０
）N

ational
A
ssem

bly
for

W
hales,

How
the

A
ssem

bly
is

elected,retrieved
from

http:／／w
w
w
.assem

bly.w
ales／en／

gethom
e／electio-ns-referenda／Pages／abt-nafw

-how
-assem

bly-elected.aspx

（２０１６.１２.３１

）.

（
５１
）D

em
ocratic

D
ashboard,

London
A
ssem

bly
Election

２０１６
,

retrieved
from

http:／／dem
ocraticdashboard.com

／
elections／London--assem

bly-election-２０１６

（２０１６.１２.３１

）.
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四

政
治
の
ツ
ー
ル
と
し
て
の
連
用
制

⑴

連
用
制
の
利
点

連
用
制
が
現
実
の
政
治
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
機
能
す
る
か
は
、
小
選
挙
区
議
席
と
追
加
議
席
の
数
、
追
加
議
席
を
配
分
す
る
地
域

の
広
狭
、
追
加
議
席
配
分
に
当
た
っ
て
の
阻
止
条
項
（
小
党
分
立
を
避
け
る
た
め
一
定
以
上
の
得
票
の
あ
る
政
党
に
の
み
議
席
を
配
分

す
る
制
度
）
の
有
無
、
小
選
挙
区
と
政
党
名
簿
と
の
重
複
立
候
補
の
可
否
、
そ
の
他
選
挙
運
動
の
規
制
の
あ
り
方
な
ど
の
制
度
の
細
部

や
、
政
党
制
な
ど
の
政
治
状
況
に
左
右
さ
れ
る
た
め
、
一
般
的
な
形
で
述
べ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
基
本
的
な
メ
カ
ニ
ズ
ム

の
観
点
か
ら
、
単
純
小
選
挙
区
制
や
並
立
制
や
併
用
制
な
ど
と
比
較
し
た
場
合
の
傾
向
と
い
う
意
味
で
の
制
度
の
特
徴
を
語
る
こ
と
は

で
き
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
よ
う
な
制
度
の
特
徴
か
ら
考
え
ら
れ
る
連
用
制
の
利
点
を
、
他
の
選
挙
制
度
と
の
比
較
で
述
べ
て
い
こ
う
。

単
純
小
選
挙
区
制

わ
が
国
の
一
九
九
〇
年
代
の
政
治
改
革
に
お
い
て
は
、
単
純
小
選
挙
区
制
は
、
政
権
を
国
民
が
直
接
選
択
で
き
る
、
政
権
が
安
定
す

る
、
政
権
交
代
の
可
能
性
が
高
い
、
候
補
者
の
顔
が
見
え
る
な
ど
の
利
点
が
あ
る
一
方
、
得
票
率
と
議
席
数
の
乖
離
が
大
き
い
、
中
小

政
党
を
事
実
上
抹
殺
す
る
、
急
激
な
政
権
交
代
に
よ
る
政
策
の
継
続
性
の
喪
失
、
地
域
密
着
型
の
選
挙
と
な
り
、
か
え
っ
て
金
の
か
か

る
選
挙
に
な
り
か
ね
な
い
な
ど
の
問
題
点
が
あ
る
と
さ

（
５２
）

れ
た
。

連
用
制
は
、
小
選
挙
区
議
席
と
追
加
議
席
の
数
を
調
節
す
る
こ
と
に
よ
り
選
挙
制
度
と
し
て
小
選
挙
区
制
に
近
づ
け
る
こ
と
も
、
比

例
代
表
制
に
近
づ
け
る
こ
と
も
で
き
る
。
従
っ
て
小
選
挙
区
制
の
利
点
を
生
か
し
た
け
れ
ば
そ
の
よ
う
な
調
整
を
行
う
こ
と
に
な
り
、

逆
に
追
加
議
席
を
増
加
さ
せ
て
得
票
と
議
席
数
の
乖
離
を
調
節
し
た
り
、
ひ
と
つ
の
政
党
が
低
い
得
票
恵
率
で
単
独
過
半
数
を
占
め
る

（
六
八
）
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の
を
困
難
に
す
る
こ
と
で
連
立
政
権
に
誘
導
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
一
旦
定
め
ら
れ
た
小
選
挙
区
制
と
追
加
議
席
の
比
率
を
変
え

る
こ
と
は
政
治
的
に
は
容
易
で
は
な
い
が
、
新
規
に
導
入
す
る
段
階
で
は
比
較
的
自
由
に
決
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
日
本
の
み
な
ら
ず
多
く
の
国
で
近
年
観
察
さ
れ
る
の
は
、
大
政
党
の
集
票
力
の
低
下
で
あ
る
。
一
九
七
六
年
の
ハ
ン
サ
ー
ド

協
会
の
選
挙
制
度
改
革
の
提
案
も
、
イ
ギ
リ
ス
の
二
大
政
党
の
得
票
が
投
票
の
過
半
数
を
割
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
単
純
小
選

挙
区
制
で
人
為
的
な
多
数
を
作
り
出
し
て
も
、
政
府
は
課
題
に
対
処
す
る
十
分
な
力
を
も
ち
得
な
い
と
い
う
状
況
に
危
機
感
を
感
じ
た

こ
と
が
背
景
に

（
５３
）

あ
る
。
と
す
れ
ば
今
日
に
お
け
る
選
挙
制
度
の
選
択
に
お
い
て
は
、
単
純
小
選
挙
区
制
に
よ
る
安
定
多
数
創
出
よ
り
も
、

国
民
の
過
半
数
を
代
表
す
る
政
府
の
創
出
の
方
が
求
め
ら
れ
る
べ
き
よ
り
重
要
な
機
能
と
も
言
え
、
連
用
制
の
得
票
と
議
席
の
乖
離
の

補
正
機
能
が
評
価
さ
れ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
わ
が
国
の
並
立
制
の
小
選
挙
区
制
部
分
や
参
議
院
選
挙
の
一
人
区
の
状
況
を
見
る
と
、
そ
の
時
々
の
政
治
や
世
論
の
動
向
に
左

右
さ
れ
て
選
挙
の
度
に
勝
敗
が
ひ
と
つ
の
方
向
に
大
き
く
振
れ
る
傾
向
が
あ
り
、
そ
れ
が
国
の
政
策
の
不
連
続
と
、
新
た
に
多
数
を
制

し
た
側
の
強
引
な
国
会
運
営
を
も
た
ら
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
改
善
も
連
用
制
に
期
待
さ
れ
得
る
だ
ろ
う
。

並
立
制

並
立
制
は
、
わ
が
国
の
政
治
改
革
に
お
い
て
は
、
政
権
の
選
択
に
つ
い
て
の
民
意
を
明
確
な
か
た
ち
で
示
し
、
政
権
交
代
に
よ
る
緊

張
を
も
た
ら
す
と
い
う
小
選
挙
区
制
の
特
性
に
、
少
数
勢
力
も
議
席
を
確
保
し
う
る
と
い
う
比
例
代
表
制
の
特
性
を
加
味
し
よ
う
と
す

る
も
の
と
さ

（
５４
）

れ
た
。
こ
の
並
立
制
は
、
比
例
代
表
を
並
立
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
中
小
政
党
も
議
席
獲
得
の
機
会
が
与
え
ら
れ
る
反
面
、

小
選
挙
区
で
優
位
に
立
っ
た
大
政
党
も
比
例
代
表
の
議
席
の
分
け
前
に
与
か
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
既
に
述
べ
た
世
界
の
選
挙
制
度
論
議

に
お
い
て
は
「
混
合
議
員
多
数
代
表
制
（
Ｍ
Ｍ
Ｍ
）」
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
比
例
代
表
の
並
立
は
、
小
選
挙
区
に
お
け
る
大
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政
党
の
得
票
率
を
上
回
る
議
席
獲
得
を
十
分
に
補
正
す
る
役
割
を
果
た
さ
な
い
。

ま
た
わ
が
国
に
お
い
て
は
政
権
を
狙
う
よ
う
な
政
党
は
通
常
政
党
名
簿
の
上
位
に
小
選
挙
区
候
補
者
を
重
複
立
候
補
さ
せ
、
そ
れ
に

続
け
て
比
例
単
独
候
補
者
を
登
載
す
る
が
、
大
勝
す
る
と
重
複
候
補
者
は
ほ
と
ん
ど
小
選
挙
区
で
当
選
し
て
名
簿
か
ら
抜
け
、
大
量
の

比
例
単
独
議
員
が
誕
生
す
る
。
こ
の
比
例
単
独
議
員
は
、
日
常
の
政
治
活
動
の
場
と
し
て
の
選
挙
区
を
も
た
ず
、
次
回
の
当
選
の
有
無

は
党
へ
の
「
風
」
次
第
な
の
で
、
民
主
党
政
権
で
は
党
内
で
極
端
な
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
に
走
り
、
政
治
の
不
安
定
化
の
要
因
と
も
な
っ
た

と
さ
れ
る
。
連
用
制
で
は
、
右
の
よ
う
な
重
複
立
候
補
制
を
取
れ
ば
名
簿
で
当
選
す
る
の
は
多
く
は
小
選
挙
区
で
の
落
選
議
員
に
限
ら

れ
る
の
で
、
そ
の
種
の
不
安
定
は
も
た
ら
さ
れ
な
い
。

併
用
制

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
連
用
制
は
超
過
議
席
が
出
な
い
と
き
は
議
席
配
分
に
お
い
て
併
用
制
と
異
な
ら
な
い
か
ら
、
両
制
度
の
比
較

が
意
味
を
も
つ
の
は
超
過
議
席
が
出
る
場
合
の
み
で
あ
る
。
超
過
議
席
の
数
は
、
小
選
挙
区
と
比
例
議
席
の
数
、
小
選
挙
区
の
広
狭
な

ど
に
よ
る
が
、
一
般
的
に
超
過
議
席
の
発
生
は
制
度
と
し
て
好
ま
し
い
と
は
言
え
な
い
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
一
九
九
〇
年
の
再
統

一
以
後
超
過
議
席
が
増
大
す
る
と
と
も
に
、
超
過
議
席
に
か
ら
ん
で
併
用
制
の
既
存
の
仕
組
み
に
対
す
る
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
違
憲
判

決
が
続
き
（
二
〇
〇
八
年
及
び
二
〇
一
二
年
）、
議
席
配
分
の
仕
組
み
の
手
直
し
に
追
い
込
ま
れ
た
（
二
〇
一
一
年
及
び
二
〇
一
三
年

の
連
邦
選
挙
法
の
改
正
）。
二
〇
一
三
年
の
改
正
で
、
超
過
議
席
に
よ
っ
て
失
わ
れ
る
議
席
配
分
の
比
例
性
の
回
復
の
た
め
に
、
超
過

議
席
の
な
い
政
党
に
調
整
議
席
を
配
分
す
る
こ
と
に
し
た
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
超
過
議
席
に
加
え
て
更
に
議
席
が
増
加
す
る
事
態
と

な
っ
て

（
５５
）

い
る
。
こ
の
よ
う
に
超
過
議
席
は
単
に
規
模
の
問
題
の
み
な
ら
ず
仕
組
み
の
点
で
も
問
題
を
抱
え
る
形
に
な
っ
て
お
り
、
超
過

議
席
が
出
な
い
こ
と
は
連
用
制
の
大
き
な
利
点
と
い
え
る
。

（
七
〇
）
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⑵

連
用
制
に
対
す
る
批
判
と
弁
明

連
用
制
に
対
す
る
批
判
と
し
て
は
、
ま
ず
「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
「
衆
議
院
選
挙
制
度
に
関
す
る
各
党
協
議
会
」
で
自
民
党
が
提

出
し
た
「
小
選
挙
区
比
例
代
表
『
連
用
制
』
の
問
題
点
」
と
い
う
文
書
が

（
５６
）

あ
る
。
こ
の
文
書
で
は
九
項
目
の
「
問
題
点
」
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
が
、
単
に
説
明
を
求
め
て
い
る
だ
け
の
も
の
も
あ
り
、
そ
れ
ら
の
答
え
は
本
論
の
こ
れ
ま
で
の
記
述
で
足
り
る
。
批
判
や
そ
れ

に
近
い
も
の
は
、
①
比
例
選
挙
の
当
選
人
決
定
に
当
た
り
、
小
選
挙
区
の
当
選
者
数
に
よ
る
影
響
を
受
け
る
の
は
、
比
例
選
挙
に
よ
る

有
権
者
の
投
票
結
果
を
不
当
に
歪
め
る
も
の
に
な
り
、
投
票
価
値
の
平
等
に
反
す
る
、
②
死
票
の
救
済
の
た
め
に
は
一
票
制
が
筋
で
は

な
い
か
、
③
政
党
が
小
選
挙
区
で
候
補
者
を
無
所
属
と
し
て
立
候
補
さ
せ
、
小
選
挙
区
の
結
果
に
影
響
さ
れ
ず
に
比
例
選
挙
の
議
席
を

確
保
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
三
点
で
あ
る
。

ま
ず
①
の
投
票
価
値
の
平
等
に
反
す
る
と
い
う
指
摘
は
、
例
え
ば
小
選
挙
区
で
Ａ
党
が
大
勝
し
、
Ｂ
党
は
ほ
と
ん
ど
議
席
を
得
ら
れ

な
か
っ
た
と
す
る
と
、
政
党
票
で
は
Ａ
党
に
投
じ
ら
れ
た
票
は
全
く
又
は
わ
ず
か
し
か
議
席
に
結
び
つ
か
ず
、
逆
に
Ｂ
党
に
投
じ
ら
れ

た
票
は
議
席
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
投
票
価
値
の
平
等
に
反
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の

批
判
は
現
行
の
並
立
制
、
即
ち
前
述
し
た
パ
ラ
レ
ル
な
混
合
型
の
制
度
を
座
標
軸
に
し
た
見
方
で
あ
る
。
連
用
制
は
シ
ュ
ガ
ー
ト
と

ワ
ッ
テ
ン
バ
ー
グ
に
よ
る
混
合
議
員
選
挙
制
度
の
う
ち
の
多
段
階
で
の
議
席
配
分
の
間
に
リ
ン
ケ
ー
ジ
が
あ
る
も
の
に
あ
た
る
が
、
そ

の
よ
う
な
制
度
は
多
段
階
を
合
わ
せ
て
ひ
と
つ
の
制
度
と
み
る
べ
き
で

（
５７
）

あ
る
。
例
え
ば
小
選
挙
区
で
議
席
を
得
た
Ａ
党
に
投
じ
た
政
党

票
が
追
加
議
席
を
も
た
ら
さ
な
く
て
も
、
そ
れ
は
Ａ
党
に
議
席
を
与
え
た
い
と
い
う
投
票
者
の
意
図
が
既
に
達
成
さ
れ
て
い
る
か
ら
で

あ
り
、
達
成
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
議
席
確
保
に
つ
な
が
る
。
な
お
、
投
票
価
値
の
不
平
等
を
論
じ
る
根
拠
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
政

党
票
が
「
比
例
代
表
」
の
票
な
の
に
比
例
の
効
果
を
生
ま
な
い
と
い
う
点
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、「
比
例
代
表
」
の
名
称
が

誤
解
を
生
む
の
な
ら
「
追
加
議
席
票
」
と
呼
ん
で
も
「
調
整
票
」
と
呼
ん
で
も
「
第
二
票
」
と
呼
ん
で
も
よ
い
。
ま
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
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ド
議
会
や
ウ
ェ
ー
ル
ズ
議
会
の
よ
う
に
議
員
を
「
選
挙
区
議
員
」
と
「
地
域
議
員
」（
日
本
の
現
行
制
度
に
合
わ
せ
る
な
ら
「
ブ
ロ
ッ

ク
議
員
」）
と
呼
称
す
る
方
法
も
あ
る
だ
ろ
う
。

投
票
価
値
の
平
等
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
先
例
と
な
っ
た
最
高
裁
の
昭
和
五
一
年
四
月
一
四
日
の
大
法
廷
判
決
が
詳
細
に
述
べ
て
い

る
。
即
ち
、「
こ
の
よ
う
な
平
等
原
理
の
徹
底
し
た
適
用
と
し
て
の
選
挙
権
の
平
等
は
、
単
に
選
挙
人
資
格
に
対
す
る
制
限
の
撤
廃
に

よ
る
選
挙
権
の
拡
大
を
要
求
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
更
に
進
ん
で
、
選
挙
権
の
内
容
の
平
等
、
換
言
す
れ
ば
、
各
選
挙
人
の
投
票
の
価

値
、
す
な
わ
ち
各
投
票
が
選
挙
の
結
果
に
及
ぼ
す
影
響
力
に
お
い
て
も
平
等
で
あ
る
こ
と
を
要
求
せ
ざ
る
を
え
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、
こ
の
よ
う
な
選
挙
権
の
平
等
の
性
質
か
ら
す
れ
ば
、（
以
下
、
特
定
範
疇
の
選
挙
人
の
複
数
投
票
制
や
納
税
額
ご
と
の
不
均
衡

定
数
制
な
ど
が
選
挙
権
の
平
等
に
違
反
す
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
と
い
う
趣
旨
が
述
べ
ら
れ
、
更
に
）
本
件
で
問
題
と
さ
れ
て
い
る
よ
う

な
、
各
選
挙
区
に
お
け
る
選
挙
人
の
数
と
選
挙
さ
れ
る
議
員
の
数
と
の
比
率
上
、
各
選
挙
人
が
自
己
の
選
ぶ
候
補
者
に
投
じ
た
一
票
が

そ
の
者
を
議
員
と
し
て
当
選
さ
せ
る
た
め
に
寄
与
す
る
効
果
に
大
小
が
生
ず
る
場
合
も
ま
た
、
そ
の
一
場
合
に
ほ
か
な
ら
な
い
。（
中

略
）
憲
法
一
四
条
一
項
に
定
め
る
法
の
下
の
平
等
は
、
選
挙
権
に
関
し
て
は
、
国
民
は
す
べ
て
政
治
的
価
値
に
お
い
て
平
等
で
あ
る
べ

き
で
あ
る
と
す
る
徹
底
し
た
平
等
化
を
志
向
す
る
も
の
で
あ
り
、
右
一
五
条
一
項
等
の
各
規
定
の
文
言
上
は
単
に
選
挙
人
資
格
に
お
け

る
差
別
の
禁
止
が
定
め
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
け
れ
ど
も
、
単
に
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
選
挙
権
の
内
容
、
す
な
わ
ち
各
選
挙

人
の
投
票
の
価
値
の
平
等
も
ま
た
、
憲
法
の
要
求
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
解
す
る
の
が
、
相
当
で

（
５８
）

あ
る
」。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
投
票
価
値
の
平
等
と
は
選
挙
人
の
所
属
す
る
選
挙
区
に
よ
っ
て
議
員
一
人
を
選
出
す
る
有
権
者
一
人
当
た
り
の
影

響
力
が
許
容
範
囲
を
超
え
て
異
な
ら
な
い
な
ど
、
選
挙
人
が
も
と
も
と
も
つ
票
の
形
式
的
価
値
の
問
題
で
あ
り
、
投
じ
た
票
が
結
果
的

に
候
補
者
の
当
落
に
ど
う
作
用
す
る
か
と
は
別
問
題
で
あ
る
。
投
じ
た
票
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
そ
の
候
補
者
が
当
選
し
な
け
れ
ば
議

員
の
決
定
に
影
響
を
与
え
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
し
、
当
選
に
必
要
な
票
を
上
回
る
票
を
獲
得
し
た
候
補
者
に
投
じ
た
票
も
、
当
該
票

（
七
二
）
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が
な
く
て
も
結
果
は
異
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
意
味
で
は
影
響
を
与
え
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

更
に
最
高
裁
は
、
平
成
二
三
年
の
判
決
で
「
投
票
価
値
の
平
等
は
、
選
挙
制
度
の
仕
組
み
を
決
定
す
る
絶
対
の
基
準
で
は
な
く
、
国

会
が
正
当
に
考
慮
す
る
こ
と
の
で
き
る
他
の
政
策
的
目
的
な
い
し
理
由
と
の
関
連
に
お
い
て
調
和
的
に
実
現
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ

り
、
国
会
が
具
体
的
に
定
め
た
と
こ
ろ
が
そ
の
裁
量
権
の
行
使
と
し
て
合
理
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
限
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
投
票
価

値
の
平
等
が
一
定
の
限
度
で
譲
歩
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
も
、
や
む
を
得
な
い
も
の
と
解
さ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
の
で

（
５９
）

あ
り
、

こ
れ
ま
で
述
べ
た
連
用
制
の
制
度
と
し
て
の
合
理
性
か
ら
し
て
、
投
票
価
値
の
平
等
が
問
題
と
な
る
余
地
は
な
い
と
言
え
よ
う
。

次
に
②
の
一
票
制
で
あ
る
が
、
死
票
の
救
済
を
目
的
と
す
る
と
い
う
の
は
誤
解
で
あ
る
。
二
票
制
の
趣
旨
は
、
小
選
挙
区
で
は
当
選

可
能
性
の
あ
る
Ａ
党
と
Ｂ
党
の
候
補
者
の
う
ち
Ｂ
党
の
候
補
者
に
、
政
党
票
で
は
政
策
が
近
い
Ｃ
党
に
投
票
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と

を
可
能
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
た
だ
し
、
一
九
七
六
年
の
ハ
ン
サ
ー
ド
協
会
の
案
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
一
票
制
の
制
度
設
計
が
不

可
能
な
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
一
票
制
で
は
政
党
議
席
を
得
る
た
め
に
は
政
党
は
必
ず
小
選
挙
区
に
候
補
者
を
立
て
ざ
る
を
得
な
い

か
ら
、
中
小
政
党
に
も
小
選
挙
区
で
の
候
補
者
擁
立
を
強
い
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
ら
の
政
党
に
よ
る
選
挙
協
力
を
不
可
能
に
す
る
と

と
も
に
、
小
選
挙
区
で
よ
り
少
な
い
相
対
多
数
で
当
選
す
る
候
補
者
が
出
る
傾
向
を
も
た
ら
す
か
ら
、
選
挙
区
代
表
の
選
出
と
い
う
機

能
は
弱
く
な
る
懸
念
が
あ
る
。

最
後
に
③
の
政
党
が
小
選
挙
区
に
は
無
所
属
候
補
者
と
し
て
候
補
者
を
立
て
る
こ
と
で
、
追
加
議
席
を
得
る
戦
略
を
立
て
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
点
で
あ
る
が
、
マ
ス
コ
ミ
と
国
民
の
ウ
オ
ッ
チ
が
厳
し
い
現
実
の
下
で
は
実
行
可
能
と
は
思
わ
れ
な
い
し
、
当
該
議
員

の
当
選
後
の
国
会
活
動
に
お
い
て
も
支
障
が
出
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
同
様
の
戦
略
は
併
用
制
で
も
可
能
だ
が
、
ド
イ
ツ
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
な
ど
で
も
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
各
党
協
議
会
で
提
出
さ
れ
た
自
民
党
の
批
判
に
は
、
い
ず
れ
も
理
由
が
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

１１６ 駿河台法学 第３０巻第２号（２０１７）
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次
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
目
に
触
れ
る
の
は
「
自
由
法
曹
団
」
の
批
判
で

（
６０
）

あ
る
。
こ
の
批
判
も
自
民
党
の
批
判
と
同
様
に
各
党
協
議

会
が
開
か
れ
て
い
る
と
き
に
連
用
制
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
当
時
の
選
挙
デ
ー
タ
を
用
い
て
シ
ュ
ミ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
す
る
な
ど
、
自
民
党
の
批
判
以
上
に
当
時
の
政
治
状
況
に
密
着
し
た
議
論
を
展
開
し
て
い
た
。
連
用
制
と
い
う
制
度
そ
の
も

の
に
対
す
る
批
判
と
し
て
は
、
①
「
小
選
挙
区
効
果
」
と
投
票
意
思
の
恣
意
的
操
作
、
②
選
挙
は
混
迷
す
る
、
③
少
数
排
除
の
「
切
り

札
」
…
「
一
票
制
」
と
い
う
三
項
目
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

①
の
「
小
選
挙
区
効
果
」
と
い
う
の
は
小
選
挙
区
で
議
席
を
得
ら
れ
な
い
政
党
は
、
比
例
区
で
も
支
持
を
失
い
、
後
退
し
て
い
か
ざ

る
を
得
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
こ
れ
は
並
立
制
や
併
用
制
に
も
言
え
る
こ
と
で
、
小
選
挙
区
制
批
判
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
投
票

意
思
の
恣
意
的
操
作
と
い
う
の
は
、
二
票
を
最
も
有
効
に
活
用
す
る
方
法
は
小
選
挙
区
で
は
当
選
確
実
の
候
補
者
に
投
じ
、
比
例
代
表

で
は
小
選
挙
区
で
は
当
選
し
な
い
政
党
に
入
れ
る
こ
と
だ
と
制
度
が
投
票
を
誘
導
し
、
そ
れ
が
（
制
度
に
よ
る
）「
恣
意
的
操
作
」
で

あ
る
と
い
う
こ
と
の
よ
う
だ
が
、
有
権
者
が
制
度
の
仕
組
み
を
意
識
し
て
自
分
の
票
が
最
も
生
き
る
と
考
え
る
投
票
行
動
を
と
る
こ
と

を
一
般
に
「
戦
略
的
投
票
」
な
い
し
「
戦
略
投
票
」
と
呼
ぶ
が
、
こ
の
よ
う
な
投
票
行
動
は
死
票
が
で
な
い
阻
止
条
項
の
な
い
比
例
代

表
制
を
除
い
て
あ
ら
ゆ
る
選
挙
制
度
で
常
に
あ
り
得
、
連
用
制
固
有
の
問
題
で
は
な
い
。
ま
た
ど
の
程
度
の
有
権
者
が
戦
略
的
投
票
を

行
う
か
も
は
っ
き
り
せ
ず
、
戦
略
的
投
票
が
成
功
す
る
保
証
も
な
い
。
こ
の
よ
う
な
戦
略
的
投
票
を
制
度
に
よ
る
「
恣
意
的
操
作
」
と

呼
ん
で
制
度
の
欠
陥
の
ご
と
く
述
べ
る
の
は
適
当
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

次
に
選
挙
は
混
迷
す
る
と
い
う
の
は
、
比
例
単
独
候
補
者
や
小
選
挙
区
と
比
例
の
重
複
候
補
者
の
な
か
に
は
当
選
で
き
る
か
否
か
不

安
が
広
が
っ
た
り
、
連
用
破
り
の
無
所
属
候
補
者
が
出
た
り
し
て
「
悲
喜
劇
」
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
当
選
へ
の

不
安
が
広
が
る
の
は
選
挙
で
は
当
た
り
前
の
こ
と
で
、
連
用
破
り
の
無
所
属
候
補
者
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
。

最
後
に
「
切
り
札
」
の
一
票
制
に
つ
い
て
は
自
民
党
に
よ
る
批
判
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
前
述
し
た
。

（
七
四
）
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自
由
法
曹
団
の
立
場
は
純
粋
の
比
例
代
表
制
が
望
ま
し
い
と
い
う
も
の
で
、
そ
れ
は
そ
れ
で
ひ
と
つ
の
主
張
で
あ
る
が
、
も
と
も
と

比
例
代
表
制
の
問
題
点
の
克
服
の
た
め
に
混
合
型
が
考
案
さ
れ
た
こ
と
を
想
起
す
べ
き
で
あ
る
。

以
上
の
他
、
よ
く
耳
に
す
る
批
判
に
連
用
制
は
小
選
挙
区
制
や
比
例
代
表
制
の
よ
う
に
実
現
す
る
政
治
の
姿
に
つ
い
て
明
確
な
ビ

ジ
ョ
ン
を
も
っ
た
制
度
で
な
く
、
妥
協
の
た
め
の
制
度
だ
と
い
う
の
が
あ
る
。
妥
協
の
た
め
の
制
度
と
さ
れ
る
も
の
は
、
複
数
の
制
度

を
部
分
的
に
寄
せ
集
め
た
折
衷
的
な
制
度
で
あ
る
こ
と
が
多
い
が
、
連
用
制
は
折
衷
的
な
制
度
で
な
く
明
確
な
プ
リ
ン
シ
プ
ル
を
も
っ

た
単
一
の
制
度
で
あ
る
。
妥
協
の
た
め
の
制
度
に
見
え
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
理
念
と
原
理
が
穏
当
で
中
庸
的
な
制
度
で
あ
る
こ
と
に
よ

る
が
、
そ
れ
は
現
実
的
で
合
意
の
得
ら
れ
や
す
い
制
度
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
５２
）
田
中
宗
孝
『
政
治
改
革
六
年
の
道
程
』
ぎ
ょ
う
せ
い
、
平
成
九
年
、
一
四
八
頁
。

（
５３
）The

Reportofthe
Hansard

Society
Com

m
ission

on
ElectoralReform

,pp.１０

―１２.

（
５４
）
第
八
次
選
挙
制
度
審
議
会
、
前
掲
答
申
。

（
５５
）
河
島
太
朗
、
渡
辺
冨
久
子
「
ド
イ
ツ

連
邦
選
挙
法
の
２２
次
改
正
」『
外
国
の
立
法
』（
国
立
国
会
図
書
館
調
査
及
び
立
法
考
査
局
）
二

〇
一
三
年
四
月
、retrieved

from
:
http:／／dl.ndl.go.jp／view

／dow
nload／digidepo_８１９６０９４_po_０２５５０１０１.pdf?contentN

o＝
１&

alternativeN
o＝

（２０１６.１２.３０

）.

（
５６
）
衆
議
院
選
挙
制
度
に
関
す
る
各
党
協
議
会
提
出
資
料
、
平
成
二
四
年
二
月
一
日
。

（
５７
）
一
九
九
三
年
に
民
間
政
治
臨
調
が
連
用
制
を
提
起
し
た
の
を
受
け
て
、
社
会
党
と
公
明
党
が
そ
れ
を
下
敷
き
に
「
修
正
連
用
制
」
に
よ

る
法
案
の
提
出
を
目
指
し
た
が
、
そ
の
た
め
の
法
案
化
作
業
を
託
さ
れ
た
衆
議
院
法
制
局
第
一
部
第
二
課
の
白
井
貞
夫
課
長
（
当
時
）
は
、

比
例
票
を
小
選
挙
区
の
票
の
補
完
・
調
整
票
と
考
え
る
こ
と
と
し
、
政
党
等
の
議
席
は
小
選
挙
区
票
と
比
例
代
表
票
の
双
方
に
よ
っ
て
決
定

さ
れ
る
制
度
で
あ
る
と
し
て
、
ワ
ン
セ
ッ
ト
で
考
え
て
も
ら
う
た
め
、
前
者
を
第
一
投
票
、
後
者
を
第
二
投
票
と
呼
ぶ
こ
と
と
し
た
と
い
う
。

１１４ 駿河台法学 第３０巻第２号（２０１７）
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白
井
貞
夫
『「
政
治
改
革
」
論
争
史
―
裏
側
か
ら
見
た
「
政
治
改
革
」』
第
一
法
規
、
平
成
一
七
年
、
七
〇
頁
。

（
５８
）
最
大
判
昭
和
五
一
年
四
月
一
四
日
・
民
集
第
三
〇
巻
第
三
号
二
二
三
頁
。

（
５９
）
最
大
判
平
成
二
三
年
三
月
二
三
日
・
民
集
第
六
五
巻
二
号
七
五
五
頁
。

（
６０
）
自
由
法
曹
団
「
小
選
挙
区
比
例
代
表
連
用
制
を
検
証
す
る
」
二
〇
一
二
年
二
月
二
日
、retrieved

from
http:／／w

w
w
.jlaf.jp／htm

l／
m
enu２／２０１２-／２０１２０２０３１４１８２２_５.pdf

（２０１６.１２.３０

）.

五

お
わ
り
に

一
九
九
三
年
に
民
間
政
治
臨
調
が
初
め
て
連
用
制
を
提
案
し
た
時
も
、
二
〇
一
一
年
の
各
党
協
議
会
に
お
い
て
公
明
党
が
連
用
制
を

提
起
し
た
時
も
、
マ
ス
コ
ミ
は
直
近
の
デ
ー
タ
を
使
っ
て
シ
ュ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
各
党
の
議
席
の
増
減
が
ど
う
な
る
か
の
検

証
を
試
み
た
。
各
党
も
内
部
で
シ
ュ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
賛
否
を
決
め
て
い
た
の
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
同
じ
連
用
制
で
も

小
選
挙
区
制
と
比
例
代
表
制
の
定
数
の
比
率
や
比
例
代
表
制
の
選
挙
区
の
広
狭
な
ど
に
よ
っ
て
シ
ュ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
は
全
く
変

わ
っ
て
く
る
。
ま
た
何
よ
り
も
本
論
は
連
用
制
と
い
う
制
度
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
を
趣
旨
と
し
て
い
て
、
そ
れ
を
特
定
の
政
治
状
況

下
の
日
本
に
適
用
す
る
こ
と
の
是
非
を
論
じ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
シ
ュ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
類
は
行
わ
な
い
。

具
体
的
な
状
況
へ
の
適
用
の
是
非
を
離
れ
て
、
連
用
制
の
意
義
は
ど
こ
に
あ
る
か
。
シ
ュ
ガ
ー
ト
と
ワ
ッ
テ
ン
バ
ー
グ
は
、
小
選
挙

区
制
と
比
例
代
表
制
の
「
混
合
議
員
選
挙
制
度
」
に
つ
い
て
、
一
九
世
紀
の
選
挙
は
地
域
に
お
い
て
候
補
者
個
人
を
選
出
す
る
も
の
と

し
て
行
わ
れ
た
が
、
二
〇
世
紀
の
選
挙
制
度
改
革
に
よ
っ
て
多
く
の
国
で
得
票
と
議
席
の
乖
離
を
救
済
す
る
た
め
に
比
例
代
表
制
が
普

及
し
、
地
理
的
な
選
挙
区
に
お
い
て
個
人
が
代
表
者
と
な
る
と
い
う
原
理
が
犠
牲
に
さ
れ
た
の
で
、
二
一
世
紀
が
始
ま
っ
て
一
九
世
紀
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と
二
〇
世
紀
の
選
挙
制
度
の
良
い
と
こ
ろ
を
と
っ
た
混
合
議
員
選
挙
制
度
が
世
界
に
普
及
し
て
い
る
と
し
て

（
６１
）

い
る
。
た
だ
し
彼
ら
の
書

物
は
二
〇
〇
一
年
の
刊
行
で
、
フ
ァ
ラ
ァ
ル
は
二
〇
一
一
年
刊
行
の
書
物
に
お
い
て
、
一
九
九
〇
年
代
に
混
合
議
員
選
挙
制
度
を
導
入

し
た
国
の
多
く
は
そ
の
後
こ
れ
を
放
棄
し
て
多
く
は
名
簿
式
比
例
代
表
制
を
採
用
し
て
お
り
、
現
在
こ
れ
を
採
用
す
る
国
は
調
査
対
象

国
の
一
五
％
に
と
ど
ま
る
と
し
て

（
６２
）

い
る
（
ち
な
み
に
二
〇
〇
一
年
の
書
物
で
は
調
査
対
象
国
の
二
七
・
一
％
と
し
て

（
６３
）

い
た
）。
例
え
ば

イ
タ
リ
ア
は
純
粋
比
例
代
表
制
を
一
九
九
三
年
に
複
雑
な
並
立
制
に
改
め
た
後
二
〇
〇
五
年
に
再
改
革
を
行
い
プ
レ
ミ
ア
付
き
の
比
例

代
（
６４
）

表
制
に
、
ロ
シ
ア
は
単
純
小
選
挙
区
制
か
ら
一
九
九
三
年
に
日
本
と
類
似
す
る
並
立
制
に
改
め
た
後
二
〇
〇
五
年
に
複
雑
な
阻
止
条

項
を
も
つ
比
例
代

（
６５
）

表
制
に
そ
れ
ぞ
れ
改
め
た
。
し
か
し
わ
が
国
を
含
め
、
改
革
を
維
持
し
て
い
る
国
は
少
な
く
な
く
、
ま
た
わ
が
国
に

お
け
る
比
例
代
表
制
の
少
な
く
と
も
大
政
党
の
議
員
間
に
お
け
る
不
人
気
を
考
え
る
な
ら
、
現
在
の
並
立
制
を
捨
て
て
一
気
に
比
例
代

表
制
に
向
か
う
と
い
う
こ
と
は
考
え
難
い
。

一
方
で
現
在
の
わ
が
国
の
並
立
制
に
よ
っ
て
は
、
例
え
ば
二
〇
一
四
年
の
総
選
挙
に
お
い
て
第
一
党
は
小
選
挙
区
で
四
八
・
一
％
の

得
票
で
七
五
・
六
％
の
議
席
を
、
比
例
で
三
三
・
一
％
の
得
票
で
三
七
・
八
％
の
議
席
を
、
合
わ
せ
て
六
一
・
三
％
の
議
席
を
得
て
お

り
、
小
選
挙
区
で
一
・
五
％
、
比
例
で
一
三
・
七
％
を
獲
得
し
た
連
立
相
手
の
政
党
と
合
わ
せ
て
衆
議
院
の
三
分
の
二
の
議
席
を
獲
得

し
て
、
参
議
院
で
否
決
さ
れ
た
法
案
を
再
可
決
し
て
成
立
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
国
会
の
代
表
機
能
を
考
え
る
と
、
投
票
者
の
過
半

数
の
票
を
得
て
い
な
い
政
党
（
有
権
者
の
三
〇
％
未
満
の
得
票
）
が
三
分
の
二
の
再
可
決
で
参
議
院
の
議
決
を
反
故
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
の
は
、
国
会
の
議
決
の
正
統
性
を
も
揺
る
が
し
か
ね
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
本
論
は
日
本
の
政
治
の
問
題
状
況
や
そ
の
た

め
の
改
革
を
論
じ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
こ
れ
以
上
深
入
り
し
な
い
が
、
指
摘
し
た
点
は
日
本
の
選
挙
制
度
が
現
状
の
ま
ま
で
問
題

な
し
と
は
し
な
い
こ
と
、
従
っ
て
長
期
的
に
は
一
九
九
〇
年
代
の
改
革
は
未
完
だ
っ
た
と
し
て
あ
る
い
は
時
代
状
況
の
変
化
に
よ
っ
て
、

改
め
て
選
挙
制
度
改
革
を
め
ぐ
る
議
論
も
あ
り
得
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
は
じ
め
に
で
述
べ
た
衆
議
院
選
挙
制
度
に
関
す
る
各
党
協
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議
会
か
ら
の
議
論
の
結
末
と
し
て
二
〇
一
六
年
五
月
に
成
立
し
た
衆
議
院
議
員
選
挙
区
画
定
審
議
会
設
置
法
及
び
公
職
選
挙
法
の
一
部

改
正
法
（
平
成
二
八
年
法
律
第
四
九
号
）
附
則
第
五
条
は
、「
こ
の
法
律
の
施
行
後
に
お
い
て
も
、
全
国
民
を
代
表
す
る
国
会
議
員
を

選
出
す
る
た
め
の
望
ま
し
い
選
挙
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
民
意
の
集
約
と
反
映
を
基
本
と
し
そ
の
間
の
適
正
な
バ
ラ
ン
ス
に
配

慮
し
つ
つ
、
公
正
か
つ
効
果
的
な
代
表
と
い
う
目
的
が
実
現
さ
れ
る
よ
う
、
不
断
の
見
直
し
が
行
わ
れ
る
も
の
と
す
る
」
と
規
定
し
て

い
る
。

し
か
し
選
挙
制
度
改
革
は
、
口
で
言
う
ほ
ど
簡
単
に
実
現
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
特
に
議
席
配
分
方
法
な
ど
選
挙
制
度
の
根
幹
に

係
る
改
革
に
は
、
そ
れ
が
実
現
さ
れ
る
幸
運
な
条
件
と
大
規
模
な
政
治
的
力
が
必
要
で
あ
り
、
連
用
制
は
目
下
そ
れ
ら
に
恵
ま
れ
て
い

な
い
。
ま
し
て
や
二
〇
一
一
年
か
ら
二
〇
一
二
年
に
か
け
て
の
各
党
協
議
で
自
民
党
が
示
し
、
ま
た
民
主
党
内
で
見
ら
れ
た
強
い
反
発

が
物
語
る
よ
う
に
、
連
用
制
は
大
政
党
が
簡
単
に
受
け
入
れ
る
こ
と
の
で
き
る
制
度
で
は
な
い
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
や
ウ
ェ
ー
ル
ズ
、

ロ
ン
ド
ン
の
議
会
で
は
、
新
た
に
議
会
が
開
設
さ
れ
る
の
に
あ
た
っ
て
ま
だ
議
席
を
も
た
な
い
政
党
間
で
協
議
が
な
さ
れ
た
た
め
に
、

公
正
な
制
度
と
し
て
連
用
制
が
選
ば
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
既
に
議
席
配
分
が
な
さ
れ
て
い
る
状
況
下
で
同
様
の
こ
と
が
簡
単

に
起
き
る
こ
と
を
期
待
す
る
の
は
困
難
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
本
論
は
何
時
か
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
長
期
的
な
議
論
の
備
え
の
た
め
に
、
あ
る
い
は
当
面
は
選
挙
制
度
を
学
ぶ
に
あ
た
っ

て
の
知
識
の
整
理
に
役
立
つ
こ
と
を
期
待
し
て
取
り
纏
め
た
も
の
で
あ
る
。
は
じ
め
に
で
述
べ
た
よ
う
に
、
筆
者
は
連
用
制
を
推
進
し

よ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
数
々
の
選
挙
制
度
の
中
で
、
公
正
な
代
表
制
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
、
ひ
と
つ
の

選
択
肢
に
な
り
得
る
と
は
思
っ
て
い
る
。
詳
述
し
た
よ
う
に
連
用
制
は
基
本
的
に
超
過
議
席
の
出
な
い
併
用
制
で
あ
り
、
併
用
制
の
本

家
の
ド
イ
ツ
に
お
い
て
超
過
議
席
が
違
憲
性
の
問
題
を
含
め
、
種
々
の
議
論
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
状
況
を
考
え
れ
ば
、
選
挙
制
度
の

改
革
論
議
が
生
じ
る
た
び
に
連
用
制
は
検
討
さ
れ
る
に
値
す
る
制
度
の
ひ
と
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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（
６１
）M

atthew
S.Shugart

&
M

artin
P.W

attenberg, “
Introduction:

T
he

Electoral
Reform

of
the

T
w
enty-First

Cen-
tury？

”
in

M
atthew

S.Shugart&
M

artin
P.W

attenberg, op.cit.,p.１.

（
６２
）D

avid
M

.Farrell２０１１,op.cit.,p.９.

（
６３
）D

avid
M

.Farrell２００１,op.cit.,p.９.

（
６４
）
芦
田
淳
「
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
選
挙
制
度
改
革
」『
外
国
の
立
法
』
二
三
〇
号
、
二
〇
〇
六
年
一
一
月
、
一
三
二
頁
―
一
四
七
頁
。

（
６５
）
小
泉
悠
「
ロ
シ
ア
に
お
け
る
政
党
制
度
及
び
選
挙
制
度
の
改
革
―
中
央
集
権
化
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
外
国
の
立
法
』
二
五
四
号
、
二
〇
一

二
年
一
二
月
、
七
三
頁
―
八
一
頁
。

（
６６
）
昭
和
三
九
年
発
足
の
政
府
の
第
五
次
選
挙
制
度
審
議
会
で
、
元
内
務
次
官
の
狭
間
茂
委
員
は
、「
比
例
配
分
に
よ
る
議
席
補
充
数
を
超
過

議
席
の
数
だ
け
減
少
さ
せ
る
併
用
制
」（
カ
ギ
カ
ッ
コ
は
引
用
者
）
を
提
案
し
て
お
ら
れ
る
。
超
過
議
席
の
出
な
い
併
用
制
と
い
う
意
味
で
、

連
用
制
に
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
狭
間
委
員
は
議
席
配
分
の
具
体
的
な
手
続
き
を
示
し
て
お
ら
ず
、
ド
ン
ト
式
に
も
触

れ
て
お
ら
れ
な
い
。
狭
間
茂
「
小
選
挙
区
制
と
比
例
代
表
制
併
用
案
に
対
す
る
修
正
試
案
」『
昭
和
四
一
年

第
五
次
選
挙
制
度
審
議
会
資

料
』
一
四
八
頁
―
一
五
〇
頁
。
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